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２０２３年国際電気通信連合無線通信総会への対処 

 

第１章 総論 

 

国際電気通信連合無線通信部門（ITU-R）は、無線通信に関する技術及び運用について

の研究を行うとともに、各国の無線局間の有害な混信を避けるための周波数スペクトル帯

の分配、周波数割当ての登録等を行うことにより、無線通信に関する連合の目的を達成す

ることを任務としている。その活動は、我が国の無線通信システムの発展、電波監理、電波

監視等にも大きな影響を与えるものである。 

令和５年 11 月 13 日から 11 月 17 日までアラブ首長国連邦・ドバイ首長国において開催

が予定されている ITU 無線通信総会（RA-23）では、研究委員会（SG）から提出される勧告

案等の承認、次研究会期（2024～2027 年）の研究課題、研究体制等について審議が行わ

れることとなっている。 

RA において審議される勧告案及び決議案については、我が国としてもこれまで研究委

員会での検討に参加し、策定に貢献した成果であることから、我が国の意見が取り入れら

れているものを中心に基本的に支持することが適当である。 

次研究会期の研究課題については、無線システムの発展・周波数利用効率の向上の観

点から適当な課題を支持することが適当である。 

次研究会期の研究体制については、最新の技術動向を考慮し、多くの専門家が参加し

やすい構成とすることが必要である。活動の効率性・技術動向の観点から対応することが

適当である。 

研究委員会毎の対処の詳細は、次章以降のとおりである。  
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第２章 RA への対処（SG1 関連） 

 

１ 研究対象 

SG1 は、「周波数管理」を研究対象としている。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される SG1 の勧告案はない。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される決議案及びその評価一覧を表２－２に示す。提出される７件の決

議案に対しては、我が国として、支持する。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG1 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表２－３に示す。今会期は当初

14 件の研究課題があり、会期中に２件の新規研究課題の追加、１件の改訂が行われ、

次会期の研究課題については、16 件となっている。RA-23 において、承認が必要とされ

る改訂及び削除はない。次会期に継続される研究課題については、引き続き支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）研究課題 210-4/1 ワイヤレス電力伝送（WP1A 関係） 

【概要】 

ワイヤレス電力伝送（WPT）の運用のための周波数帯等について研究するもの。 

2019 年以降、WPT の各アプリケーションの議論のあり方等について、日本、米国、ドイ

ツ、中国等の意見に基づき審議され、2022 年に本研究課題の改訂が承認された。 

 

（２）研究課題 208-1/1 国内周波数管理の新たな方法（WP1B 関係） 

【概要】 

本研究は、国内の周波数管理について民間等の周波数管理組織の利用を含んだ周

波数管理の方法、特に途上国の要求に応えられる方法及び主管庁が取り得るべき措置

について研究するもの。 

 

（３）研究課題 235/1 電波監視の発展（WP1C 関係） 

【概要】 

本研究は、新しい技術に基づく無線システムを監視する上で新たに考慮すべき点を検

討するための課題。監視機関が周波数管理方法・経済戦略や無線通信技術・システム

の発展に対処していく上での必要事項や手法の検討について研究するもの。 
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５ 参考事項 

SG１会合は、2020 年 12 月、2021 年６月、2022 年７月及び 2023 年６月に開催され、７

件の新規勧告案及び３件の改訂勧告案が郵便投票又は同時採択・承認手続きに付され、

承認されている。今会期中に郵便投票又は同時採択・承認手続きにより承認された勧告

リストを表２－４に示す（なお、表２－４に記載されているもののほか、計 24 勧告について

エディトリアルな修正が行われた。）。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）ワイヤレス電力伝送（WPT）システムに関する検討 

【概要】 

米国、中国及び我が国等の寄書を元に Beam WPT の周波数のガイダンスに関する新

勧告草案が作成され、2022 年６月の SG1 会合での合意後、郵便投票が行われ、新 ITU-

R 勧告 SM.2151-0 として成立した。 

その他、電気自動車向け Non-Beam WPT の周波数のガイダンスに係る ITU-R 勧告 

SM.2110-1 について、新たな周波数帯として 22-25kHz 帯等の追加が検討され、改訂に

向けた作業文書が作成されている。 
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表２－１ RA-23 に提出される勧告案の評価 

なし 

 

 

表２－２ RA-23 に提出される決議案 

決議 

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

11-5 発展途上国のための周波数

管理システムのさらなる開発 

ITU-D の 出 版 物 「 Spectrum 

Management System for Developing 

Countries（SMS4DC）」に関し、P シリ

ーズ勧告（電波伝搬の予測手法）へ

の言及を追加した改訂を提案するも

の（この決議の改訂作業は SG1 で行

われたが、SG1 に割り当てられてい

ることから、SG1 から RA へ提出する

もの）。 

改訂 支持  

22-5 国内無線周波数管理の実践

と技術の改善 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

60-2 ICT/無線通信技術とシステム

の利用による、環境保護と気

候変動緩和のためのエネル

ギー消費削減 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

61-2 世界情報社会サミットと持続

可能な開発のための 2030 ア

ジェンダの成果実施における

ITU-R の貢献 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

62-2 無線通信設備及びシステム

の相互運用性及び ITU-R 勧

告への適合性のための試験

に関する検討 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

66-1 IoT 発展のための無線システ

ムとアプリケーションに関する

研究 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

67-1 障害者および特定のニーズを

持つ人々のための電気通信

／ICT 

内容が古い等の理由によるエディト

リアル改訂。 

改訂 支持  

 

 

表２－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

205-2/1 周波数利用のための長期

的戦略 

[概要] 

周波数利用の長期戦略の開発のため

に適当な方法及び開発の過程における

重要な技術的事項、非技術的事項等に

ついて研究するもの。 

継続 支持  



6 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

208-1/1 国内周波数管理の新たな

方法 

[概要] 

周波数管理問題の解決のため暫定的

周波数管理法について研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

210-4/1 ワイヤレス電力伝送 [概要] 

ワイヤレス電力伝送の運用に最も適し

ている周波数帯等について研究するも

の。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題。 

継続 支持 今 会

期 中

に 改

訂 済

み 

216-1/1 国内周波数管理の方法と

しての周波数再配置 

[概要] 

各国で周波数が不足している現状に鑑

み、周波数の再配置の手法について研

究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

221-2/1 無線通信システムと電力

供給線を使用する高速デ

ータ通信システムとの共

用 

[概要] 

無線通信システムの保護のため、送電

線を用いた通信システムからの輻射レ

ベルの許容値を研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

222/1 送信機発射の周波数特性

の定義 

[概要] 

無線通信規則第１条の定義に関連し

て、送信機の発射特性に関する事項を

研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

232/1 宇宙電波監視の方法と技

術 

［概要］ 

静止、非静止両衛星及び地球局からの

影響を測定する際に、どのような方法、

手続、技術、装置が必要か研究するも

の。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

235/1 電波監視の発展 ［概要］ 

新しい技術に基づく無線システムを監視

する上で新たに考慮すべき点を検討す

るための課題。監視機関が周波数管理

方法・経済戦略や無線通信技術・システ

ムの発展に対処していく上での必要事

項や手法の検討について研究するも

の。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

236/1 パワーグリッドマネジメント

システムを使用する無線/

有線データ通信からの無

線通信への影響 

［概要］ 

パワーグリッドマネジメントシステムにお

ける無線技術及び装置の特性、並び

に、パワーグリッドマネジメントシステム

から受ける無線通信の影響などについ

継続 支持  
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て研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

237/1 275-1000GHz 帯で運用さ

れる能動業務における技

術・運用特性 

［概要］ 

275-1000GHz 帯で運用される能動業務

における技術・運用特性及び共用検討

について研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

238/1 広帯域通信への可視光利

用のための特性 

［概要］ 

広帯域通信への可視光利用のための

特性について研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

239/1 人体のばく露評価のため

の電磁界測定 

［概要］ 

多様な発射源からの電磁界測定手法に

ついての研究を 2023 年までに完了させ

るもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

240/1 周波数効率及び経済的価

値の評価手法 

［概要］ 

周波数効率性を数値化する手法及び周

波数の経済的価値を評価する一般的手

法等について研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

241/1 周波数の利用可能性を分

析・予測するための手法 

［概要］ 

周波数の利用可能性を分析・予測する

手法について研究するもの。 

[評価] 

前会期からの継続研究課題 

継続 支持  

242/1 地中レーダー(GPR/WPR)

画像システム導入のため

の周波数管理フレームワ

ーク 

［概要］ 

地中レーダー(GPR/WPR)を導入するた

めの手法等について研究するもの。 

［評価］ 

同研究課題については我が国も関心を

有している。 

継続 支持 今会

期中

に新

規追

加済

み 

243/1 電気・電子機器から発生

する非意図的無線周波数

エネルギーが無線通信サ

ービスに与える影響 

［概要］ 

電気・電子機器から発生するノイズが無

線機器にどのような影響を及ぼしかね

るか研究するもの。 

［評価］ 

同研究課題については我が国も関心を

有している。 

継続 支持 今会

期中

に新

規追

加済

み 

 

 

表２－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP

／課題

番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

SM.1392-3 開発途上国の電波監視

システムの要件 

本改訂では、最近の ITU-

R による電波監視に関連

WP1C 改訂 CACE/975 
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する報告および勧告の発

行が反映されている。 

SM.2138-0 VHF/UHF 周波数帯にお

ける監視システムの電

界強度測定精度の測定

のための試験手順 

本勧告は監視システムの

電界強度測定精度の試験

手法と結果報告の標準的

な方法に関するガイダン

スを提供するもの。 

WP1C 新規 CACE/975 

SM2139-0 TDOA システムの精度

決定の試験手順 

本勧告は、TDOAシステム

間の比較を容易にするた

め、TDOA システムの位置

特定精度の決定方法、結

果報告及び試験シナリオ

の選択に関する指針を提

供するもの。 

WP1C 新規 CACE/990 

SM.575-3 近接又は強力な送信機

からの干渉に対する固

定監視局の保護 

本改訂では、最大許容電

界強度を計算する際に、

アンテナと受信機間の RF

ケーブルの減衰が考慮さ

れている。 

WP1C 改訂 CACE/990 

SM.2140-0 移動型方向探知（DF）ユ

ニットの運用環境におけ

る性能評価 

本勧告は、移動型 DF ユニ

ットの総合性能を、実際の

運用条件、可能な場合は

調達行政機関がシステム

を使用する環境で評価す

る標準的方法についての

指針を提供するもの。 

WP1C 新規 CACE/990 

SM.2151-0 移動/携帯型機器及び

センサーネットワーク向

けビームワイヤレス電力

伝送の動作に必要な周

波数範囲に関するガイ

ダンス 

本勧告は、ビーム WPT の

動作周波数範囲に関する

指針を提供するもの。 

なお、電気自動車用 WPT

は含まない。 

WP1A 新規 CACE/104

0 

SM.2152-0 既存の無線を補完する

可視光線通信 

本勧告は、ブロードバンド

通 信 と し て 光 無 線 通 信

（OWC）を導入する際に考

慮すべき要素を提供する

もの。 

WP1A 新規 CACE/103

4 

SM.2129-0 移動/携帯型機器向け

非ビームワイヤレス電力

伝送の動作周波数範囲

に関するガイダンス 

本勧告は、非ビーム WPT

の動作周波数範囲に関す

る指針を提供するもの。 

WP1A 新規 CACE/103

4 

SM.2149-0 無線通信規則付録第 10

号に則った有害干渉報

告 

本勧告は、有害妨害に遭

遇した宇宙無線通信シス

テムを運用する行政機関

が、関係行政機関に無線

通信規則付録第 10 号に

則った有害妨害を報告す

る際の補足情報に関する

書式を提供するもの。 

WP1C 新規 CACE/103

9 

SM.1875-4 DVB-T （ Digital Video 

Broadcasting 

Terrestrial）カバレッジ測

定と計画基準の検証 

本改訂では、カバレッジ測

定とカバレッジ計画とをよ

り正確に一致させるため

に、アンテナ特性の差異

WP1C 改訂 CACE/103

9 
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や他送信機からの干渉の

考慮等を追加している。 
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 第３章 RA への対処（SG3 関連） 

 

１ 研究対象 

SG3 は、「電波伝搬」を研究対象としている。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される勧告案はない。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される決議案はない。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG3 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表３－３に示す。今会期、当初

25 件の研究課題があり、今会期中に１件の新規研究課題の追加、１件の改訂が行われ

た。RA-23 において、承認が必要とされる改訂及び削除はない。次会期に継続される研

究課題については、引き続き支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）研究課題 228-2/3 

275GHz 以上の周波数を使う無線通信業務のための伝搬データ 

【概要】 

地上系、地球から宇宙、宇宙から地球の通信路における大気のパラメータと電磁波の

特性の関係や衛星間での自由空間パラメータと電磁波特性との関係について最適なモ

デルを研究するもの。 

 

５ 参考事項 

SG3 会合は、2020 年８月、2021 年４月、2021 年６月、2022 年５月、2023 年５月に開催

され、４件の新規勧告案及び 43 件の改訂勧告案が郵便投票に付され、承認されている。

今会期中に郵便投票により承認された勧告リストを表３－４に示す。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）HAPS 関連の ITU-R 勧告の改訂作業 

【概要】 

HAPS に関連した記載のある ITU-R 勧告 P.1409（HAPS 等のデータ伝搬と予測方法）、

ITU-R 勧告 P.452（0.1GHz 以上の地表局間干渉評価に必要な推定法）、ITU-R 勧告

P.2108（クラッター損失）、ITU-R 勧告 P.2109（建物侵入損失）について、我が国からも測
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定データを提出するなど、積極的に寄与を行っている。 

特に、建物侵入損失についてまとめている ITU-R 勧告 P.2109 について、我が国から、

高層ビルにおける測定結果を基に建物侵入損失のサイトスペシフィックモデルを提案し

継続的に議論がなされている。 

 

（２）275GHz 以上の周波数を使う無線通信業務のための伝搬データ 

【概要】 

300MHz から 450GHz における、屋内及び屋外伝搬におけるそれぞれの伝搬データと

推定モデルに関してまとめている ITU-R 勧告 P.1238 及び ITU-R 勧告 P.1411 について、

勧告の改訂に向け、英国、韓国及び我が国等からの寄与文書をもとに、継続的な議論が

行われている。 

特に、275GHz 以上の高周波数帯（テラヘルツ帯）の電波伝搬特性に関して、我が国に

おける研究成果等のデータ入力に関する寄与文書を提出している。 
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表３－１ RA-23 に提出される勧告案の評価 

（なし） 

 

表３－２ RA-23 に提出される決議案 

（なし） 

 

表３－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

201-7/3 地上及び衛星通信システム並

びに宇宙研究応用の計画に必

要な電波気象データ 

[概要]電波気象データの性質、統

計、伝搬特性との関係等について研

究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

202-5/3 地表における伝搬の推定法 [概要]地表伝搬の影響をサービスエ

リアと干渉評価の両方の観点から研

究する 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

203-8/3 30MHz 以上の周波数における

地上放送、広帯域固定アクセ

ス及び移動業務のための伝搬

データと推定法 

[概要]周波数等により影響される電

界強度、多重路や時間・空間的統計

について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

204-6/3 地上見通し回線のための伝搬

データと推定法 

[概要]各種の伝搬因子の影響による

伝搬損失、局設計のための伝搬デー

タ等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

205-2/3 見通し外回線のための伝搬デ

ータと推定法 

[概要]基本伝送損の統計分布、気候

区依存性などを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

206-4/3 固定衛星業務と衛星放送業務

のための伝搬データと推定法 

[概要]減衰等の長期間統計分布及

びその場所依存性、予測法、減衰の

統計特性、反射パラメータなどを研究

する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

207-5/3 約 0.1GHz 以上における衛星移

動及び無線標定業務のための

伝搬データと推定法 

[概要]地形等による電界強度、伝搬

ロス等の範囲、端末の環境の影響等

について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

208-6/3 固定衛星業務と地上業務に影

響する周波数共用上の伝搬因

子 

[概要]周波数共用に関して、信号強

度変動の分布、その場所・周波数・季

節依存性等を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

209-2/3 システム性能解析における変

動率と危険率パラメータ 

[概要]伝搬の観点からシステム性能

解析における変動率と危険率パラメ

ータを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

211-7/3 300MHz から 450GHz の周波数

における近距離無線通信シス

テム及び無線ＬＡＮ（WLAN）の

[概要]近距離通信での伝搬モデルや

様々な短距離通信業務においてどの

ようなチャンネル伝搬特性が最も適

継続 -  
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ための伝搬データと伝搬モデ

ル 

切かを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

212-3/3 電離圏の特性 [概要]無線通信システムに影響を与

える電離圏の諸特性やその地域的

変化について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

213-4/3 電離圏及び電離圏貫通無線通

信の為の運用パラメータの短

期予報 

[概要]短期予測の必要性と技術、電

離層共鳴及びチャンネル評価の有効

性について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

214-6/3 電波雑音 [概要]雑音の測定法、屋外や屋内の

雑音の強度、インパルス性雑音の各

種パラメータ等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

218-6/3 衛星業務に及ぼす電離圏の影

響 

[概要]電離層が宇宙通信システムに

及ぼす因子（シンチレーション、分散

特性等）の推定法及び電離圏貫通無

線通信の最適なモデルを研究し、調

整距離の設定及び周波数共用並び

に非静止衛星の運用に資する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

222-5/3 電離圏の特性と電波雑音の測

定とデータバンク 

[概要]データ収集及び信号測定技

術、HF 電界強度測定及びデータバン

ク編集等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

225-7/3 LF及びMF帯におけるデジタル

変調技術を含めたシステムに

影響を及ぼす伝搬因子の予測 

[概要]予測法の改善、地上波と空間

波の共存が LF 及び MF システムに

与える作用、LF 及び MF の各種パラ

メータ等について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

226-5/3 衛星伝搬路の電離圏・対流圏

特性 

[概要]衛星間伝搬における電離圏の

影響の研究、対流圏の影響分離の

研究を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

227-1/3 HF 帯チャネルシミュレーション [概要] 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

228-3/3 275GHz 以上の周波数を使う無

線通信業務のための伝搬デー

タ 

[概要]地上系、地球から宇宙、宇宙

から地球の通信路における大気のパ

ラメータと電磁波の特性の関係や衛

星間での自由空間パラメータと電磁

波特性との関係について最適なモデ

ルを研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

229-3/3 1.6MHz から 30MHz のデジタル

変調を用いるシステムのため

の空間波伝搬特性、信号強

度、回線品質及び信頼性の推

定法 

[概要]予測された電離圏特性から基

本的、運用的 MUF 及び ray path の

長期的予測とその変化について勧告

P.1240 で与えられた方法の改善点を

探る研究を行う。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

230-3/3 電力線通信のための推定法と

モデル 

[概要]電力線通信システムから無線

周波数エネルギーが放射される作

用、単一または複数のシステムから

放射される総エネルギーの最適なモ

継続 -  
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デル、干渉評価のための最適な信号

強度伝搬モデル等を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

231-1/3 人為的発生源からの電磁的放

射が無線通信システム及びネ

ットワークに及ぼす影響 

[概要]個別雑音源からの放射分布の

記述及び測定法、無線通信システム

及びネットワークの性能に及ぼす人

工雑音源からの電磁放射の影響とそ

の記述及び定量化について研究す

る。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

233-1/3 飛翔体と衛星、地上局間、また

は飛翔体間における伝搬損失

推定法 

[概要]Airborne システムのための伝

搬推定モデルについて研究する。  

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

234/3 電離層シンチレーション指数の

計算 

[概要]電離層シンチレーションは衛星

関連の高性能システムの運用に影響

を与えるため、電離層指数の計算方

法について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

継続 -  

235/3 電波伝搬に及ぼす人工的電磁

表面の影響 

[概要]人工的電磁表面（EEMSs）の特

性や電磁信号への影響を研究する。 

[評価]研究課題として適当 

改訂 - PSAA 

236/3 電波伝搬研究における機械学

習の利用 

[概要]電波伝搬への機械学習の活

用について研究する。 

[評価]研究課題として適当 

新規 - PSAA 

 

 

表３－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告 

番号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP／ 

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

P.311-18 電波伝搬の研

究におけるデ

ータの収集、

表示及び分析 

本勧告は、SG3 で使われた実験データと

データの受け入れ基準をまとめている。ま

た、このデータベースは SG3 各 WP で検

討された伝搬モデルの試験に使われてい

る。 

用語の変更及び新節の追加がなされた。 

WP3M/ 

N/A 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.368-10 10kHz ～

30MHz の地上

波伝搬曲線 

本勧告は、10kHz から 30MHz までの地上

波伝搬における電界強度と地形依存性に

ついて記載している。 

GRWAVE から LFMF-SmoothEarth へのプ

ログラムの置き換えをした。 

WP3L/ 

N/A 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.371-9 長期電離圏予

報のための指

数の選択 

本勧告は、電離層特性の長期的な予測

に使われる情報をまとめている。 

長期的太陽黒点数の月別平均値の定義

を変更した。 

WP3L/ 

N/A 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.372-16 電波雑音 本勧告は、0.1Hz から 100GHz における電

波雑音の背景強度の情報をまとめてい

る。 

図が更新され、Section 6.1, 6.2 が新たに

追加された。 

WP3L/ 

214/3 

改訂 

 

改訂 

2022.8 

CACE/103

6 

2021.9 

CACE/996 

P.452-18 0.1GHz 以 上 本勧告は、0.1GHz から 50GHz の地表局 WP3M/ 改訂 2021.9 
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の地表局間干

渉評価に必要

な推定法 

間における干渉評価に必要な推定法につ

いてまとめている。 

ITU-R 勧告 P.1812-6 の間でクラッター損

失のモデリングに一貫性をもたせた。

ITU-R 勧告 P.617-5 の間で対流圏散乱予

測方と調和させた。Section 5 の大気水象

散乱モデルを改訂した。 

208/3  

改訂 

CACE/996 

2023.8 

CACE/107

4 

P.527-6 地表の電気的

特性 

本勧告は、複素比誘電率の評価に基づ

き、地表面の電気特性を、1,000GHz まで

の周波数についてモデル化する方法を示

している。 

複素比誘電率の予測モデルが追加・修正

された。 

WP3J/ 

N/A 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.528-5 VHF/UHF/SH

F 帯を用いた

航空移動及び

無線航行業務

のための伝搬

推定法 

本勧告は、100MHz から 30GHz における、

航空及び衛星業務の基本伝送損失の推

定法をまとめている。 

用語、パラメータの修正がなされた。 

WP3K/ 

203/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.530-18 地上見通し内

システムの設

計に必要な伝

搬データと推

定法 

本勧告は、晴天時および降雨時の両方に

おいて、デジタル固定回線設計おいて考

慮すべき電波伝搬影響の予測方法をまと

めている。 

Section 2.3 のマルチパスフェージングモ

デルが置き換えられた。 

WP3M/ 

204/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.531-15 衛星業務とシ

ステム設計に

必要な電離圏

伝搬データと

推定法 

本勧告は、地上衛星間の電離層影響を

評価する手法についてまとめている。 

Section 5.4.1 及び Section5.6 の式を修正

した。 

WP3L/ 

218/3 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.534-6 スポラディック

E 電界強度計

算法 

本勧告は、スポラディック E 層の電界強度

計算法についてまとめている。 

デジタルマップを Integral データ製品とし

て追加した。 

WP3L/ 

211/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.581-3 最悪月の概念 本勧告は、電波伝搬計算における最悪月

の概念についてまとめている。 

統計に関する変換方法の追加とそれに関

する文言を修正した。 

WP3J/ 

N/A 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.618-14 衛星通信方式

設計に必要な

伝搬データと

推定法 

本勧告は、地上衛星間の回線設計に必

要な電波伝搬パラメータの予測法につい

てまとめている。 

Section 2.4.1 において周波数範囲を 55 

GH618z まで拡大した。Section 2.5 の総減

衰量計算にて、大気減衰と雲減衰の確率

の閾値を 1%から 5%に変更した。 

WP3M/ 

206/3 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.619-5 宇宙局と地表

局間干渉の評

価に必要な伝

搬データ 

本勧告は、100 MHz から 100 GHz におけ

る、地上衛星間の信号に影響する信号伝

搬損失の推定法をまとめている。 

勧告の参照が更新された。有効地球半径

係数の式、大気ダクトを含む地形による

損失計算のための式が修正された。 

WP3M 

208/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.676-13 大気による減

衰 

本勧告は、陸路や斜め伝搬路における、

大気ガスによる減衰の推定法をまとめて

WP3J/ 

201/3 

改訂 2022.8 

CACE/103
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いる。 

大気中の任意の傾斜経路における各層

の高さを明確にするため式が修正され

た。 

6 

P.680-4 海上移動衛星

通信方式設計

に必要な伝搬

データ 

本勧告は、地球衛星間の海上移動通信

システムの回線設計に適用される電波伝

搬効果についてまとめている。 

"fade depth"、"fading depth"の定義がな

されておらず、それらの用いられ方が勧

告 間 で 不 統 一 で あ る こ と か ら 、 "fade 

depth"の明確な定義を勧告に追加した。 

WP3M/ 

207/3 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.682-4 航空移動衛星

通信方式設計

に必要な伝搬

データ 

本勧告は、地球衛星間の航空移動通信

システムの回線設計に適用される電波伝

搬 効 果 に つ い て ま と め て い る 。 "fade 

depth"、"fading depth"の定義がなされて

おらず、それらの用いられ方が勧告間で

不統一であることから、"fade depth"の明

確な定義を勧告に追加した。 

WP3M/ 

207/3 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.684-8 約 150kHz 以

下の周波数に

おける電界強

度計算 

本勧告は、導波管法および wave-hop 法

による、約 150kHz 以下の周波数における

電界強度の予測についてまとめている。 

Annex 1, 2 の修正と GRWAVE から LFMF-

SmoothEarth への置き換えをした。 

WP3L/ 

225/3 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.833-10 植生による減

衰 

本勧告は、レーダーを用いた電波信号の

草木による減衰の評価法をまとめてい

る。 

Section 2.2 に季節変動を考慮したスラン

トパスにおける植生減衰の新しいモデル

が追加された。また、新たに季節変動に

関 す る Section 3.2.3 が 追 加 さ れ た 。

Section 3.2.3 では 60.5GHz における様々

な種類の樹木による損失と散乱角の累積

分布のモデルが提供される。 

WP3J/ 

202/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.840-9 雲と霧による

減衰 

本勧告は、地上衛星間伝搬路における、

雲と霧による減衰の推定法をまとめてい

る。適用範囲及び雲減衰の計算方法を変

更した。 

WP3J/ 

201/3 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.841-7 年間統計の最

悪月統計への

変換 

本勧告は、伝搬関連パラメータの過多の

年間割合を最悪月割合へ変換する手法

をまとめている。 

式の時間率に関する不等号が修正され

た。 

WP3J/ 

201/3 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.1057-7 電波伝搬モデ

リングに関連

した確率分布 

本勧告は、電波伝搬モデリングと推定法

に関連した確率分布をまとめている。 

CDF と CCDF の関係性について記載し

た。 

WP3J/ 

N/A 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 

P.1144-12 SG3 の伝搬推

定法適用の手

引き 

本勧告は、伝搬推定法を含んだSG3の勧

告への手引きをまとめている。 

現状の勧告に合わせて表を変更した。 

WP3M/ 

N/A 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.1238-12 300MHz か ら

450GHz の 周

本勧告は、300MHz から 450GHz におけ

る、屋内伝搬に関する手引きをまとめて

WP3K/ 

211/3 

改訂 

 

2023.8 

CACE/107
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波数帯におけ

る屋内無線通

信 シ ス テ ム /

無線LANの計

画のための伝

搬データと推

定法 

いる。 

表の修正及び Section 2.3.2 の回答をし

た。 

改訂 3 

2021.9 

CACE/996 

P.1239-4 ITU-R 基準電

離圏特性 

本勧告は、電離層の月別中央値特性の

モデルと数値地図、および統計的変動に

関する情報をまとめている。 

太陽黒点数の月別平均値の定義を変更

した。 

WP3L/ 

212/3 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.1407-8 マルチパス伝

搬及びその特

性のパラメー

タ化 

本勧告は、マルチパス伝搬の特性をまと

め、マルチパス効果の統計的記述のため

の適切なパラメータを定義し、マルチパス

内の相関効果の例とその計算結果をまと

めている。 

時系列生成器で生成される狭帯域チャネ

ルのモデリングに関する章が追加され

た。また、フェージングモデルのライスファ

クタの推定に関する新しい Annex が追加

された。 

WP3J/ 

203/3 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.1409-3 約 1GHz を用

いる成層圏の

高々度プラット

フォーム局の

設計に必要な

伝搬データ及

び推定法 

本勧告は、高高度プラットフォーム局、ま

たは成層圏の他の局を使用する無線通

信システムまたはネットワークの検討にお

いて必要な伝搬予測方法をまとめていう

る。 

高高度局システム設計時の助言の追記、

地形及び特定の解説に関する表現の修

正、人体遮蔽モデルの基礎となる受信電

力推定方法の追記等をした。 

WP3M/ 

N/A 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.1410-6 約 3～60GHz

の周波数で運

用される陸上

広帯域無線ア

ク セ ス シ ス テ

ムの設計に必

要な伝搬デー

タ及び推定法 

本勧告は、3GHz から 60GHz の、LOS 及

びNLOS伝搬メカニズムに関するガイダン

スを提供している。 

Section 2.4 の反射係数を修正及び用語

の修正をした。 

WP3K/ 

203/3 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.1411-12 300MHz か ら

100GHz の 周

波数帯におけ

る屋外無線通

信 シ ス テ ム /

無線LANの計

画のための伝

搬データと推

定モデル 

本勧告は、300MHz から 100GHz の LOS

及び NLOS の基本伝送損失モデル、屋根

上環境のマルチパスモデル、信号成分

数、偏波特性及びフェージング特性に関

する 情報をまとめている。 

Section 5.1.2.1 、 Section 5.2.1 、 Section 

5.3.2 の表へパラメータの追加や修正をし

た。 

WP3K/ 

211/3 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.1622-1 20THz ～

375THz に お

ける地上～衛

星間方式設計

に必要な伝搬

本勧告は、20THz から 375THz の地上衛

星間の回線設計に必要な電波伝搬パラメ

ータについてまとめている。 

Section 3.1にある散乱減衰の近似計算に

ついて、高度 4km 以上で精度が低下する

WP3M/ 

228/3 

改訂 2022.8 

CACE/103

6 
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推定法 ため、新たに近似モデルを追加した。 

P.1812-7 VHF 及び UHF

帯ポイント-エ

リア陸上移動

業務のための

パススペシフ

ィ ッ ク 伝 搬 推

定法 

本勧告は、30MHz から 6000MHz の地上

波のポイント-エリア間に適した電波伝搬

予測手法をまとめている。 

対流圏散乱予測法を ITU-R 勧告 P.617-5

と整合、Equation(40)を時間率 1～50%へ

拡張、その他修正がなされた。 

WP3K/ 

203/3 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.2001-5 30MHz か ら

50GHz の周波

数帯における

汎用かつ広範

囲に適用可能

な地上伝搬モ

デル 

本勧告は、30MHz から 50GHz における、

信号増幅・減衰による伝送損失を推定す

る地上伝搬用広範囲モデルをまとめてい

る。 

対流圏散乱予測法を ITU-R 勧告 P.617-5

と整合、その他修正がなされた。 

WP3M/ 

N/A 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.2040-3 100MHz を 超

える電波伝搬

に 及 ぼ す 建

材・構造物の

影響 

本勧告は、100MHz 以上における建材・構

造物の電波伝搬への影響をまとめてい

る。 

材質に関する表に新項目が追加された。 

多層スラブの反射係数に関する式が修正

された。Equation(42c)、(42d)の透過係数

の式が修正された。 

WP3J/ 

211/3 

改訂 

 

改訂 

2023.8 

CACE/107

3 

2021.9 

CACE/996 

P.2108-1 クラッター損失 本勧告は電波伝搬のクラッター損失の影

響についてまとめている。 

長距離モデルの値でクラッター損失を制

限することでモデルの非単調な挙動を取

り除く手法が追加された。 

WP3K/ 

N/A 

改訂 2021.9 

CACE/996 

P.2109-2 建物侵入損失 本勧告は、電波伝搬の建物侵入損失の

影響についてまとめている。 

ITU-R 勧告 P.2040-2 Annex 2 の建物侵

入損失の用語の定義と測定方法に関す

る記載を ITU-R 勧告 P.2109-2 へ移動し

た。 

WP3K/ 

N/A 

改訂 2023.8 

CACE/107

3 

P.2145-0 大気減衰と関

連影響の計算

に関するデジ

タルマップ 

本勧告は、地上間及び地上衛星間の伝

搬経路における大気減衰と関連影響に関

するデジタルマップを提供している。 

ITU-R P.676-12 Annex 2 に関連した地表

気圧、温度、水蒸気密度、積算水蒸気量

のデジタルマップを導入した。 

WP3J/ 

201/3 

新規 2022.8 

CACE/103

6 

P.2146-0 海面バイスタ

ティック散乱 

本勧告は、海面の散乱に関する電波伝搬

パラメータを提供している。 

海面のバイスタティック散乱係数とコヒー

レント反射係数を提供している。 

WP3J/ 

208/3 

新規 2022.8 

CACE/103

6 

P.2147-0 電波伝搬の研

究におけるデ

ジ タ ル プロ ダ

ク ト の 取 得 、

提示、分析及

び使用 

本勧告は、SG3 が使用するデジタルプロ

ダクツの取得と検証の手順についてまと

めている。 

デジタルプロダクツを提供する ITU-R メン

バー及びデジタルプロダクツの SG3 にお

ける評価プロセスについて記載した。 

WP3M/ 

N/A 

新規 2022.8 

CACE/103

6 

P.2148-0 風速統計量の

デ ジ タ ル マ ッ

プ 

本勧告は、世界の風速統計量のデジタル

マップを提供している。 

地球上の任意の場所における風速統計

を予測する方法を 0.01 %から 99%の範囲

WP3J/ 

N/A 

新規 2022.8 

CACE/103

6 
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内の超過確率で提供した。 
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第４章 RA への対処（SG４関連） 

 

１ 研究対象 

SG4 は、「衛星業務」を研究対象としている。 

我が国からは、SG4 副議長として、河野宇博氏（スカパーJSAT）を選出しており、引き

続き次会期の SG4 副議長としても推薦している。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される可能性がある SG4 の勧告案及びその評価一覧を表４－１に示す。 

対象となる勧告は、郵便投票の承認手続中である。郵便投票で承認された場合は、

RA-23 に提出されない。RA-23 に提出される場合については、静観する。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される SG4 の決議案はない。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG4 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表４－３に示す。今会期は当初

57 件の研究課題があり、会期中に１件の削除を実施し、次会期の研究課題については、

56 件となっている。RA-23 において承認が必要とされる改訂及び削除はない。次会期に

継続される研究課題については、引き続き支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）研究課題 274/4（WP 4A 関係） 

【概要】 

スペクトル／軌道の利用を改善するための技術方法 

同じ周波数帯で運用し、かつ静止軌道（GSO）の近隣位置をもつ異なる衛星システム

間の混信を軽減するために使用される地球局の技術などについて、研究するもの。 

 

（２）研究課題 292/4（WP 4B 関係） 

【概要】 

UHDTV 衛星放送システム 

本研究課題は UHDTV（Ultra High Definition Television、超高精細テレビ）衛星放送に

ついて APSK、LDPC 等の最新技術動向を考慮しつつ大容量伝送を可能とする伝送方式

や降雨減衰対策の研究を行うもの。2022 年９月の SG4 にて関連する報告が承認されて

いる。 

 

（３）研究課題 288/4（WP 4C 関係） 
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【概要】 

無線航行衛星業務（宇宙から地球、宇宙から宇宙、地球から宇宙）システムの特性及

び運用要件 

他の業務又はシステムとの共用及び両立性研究で使用されるための無線航行衛星業

務（RNSS）システムの技術及び運用特性について、研究するもの。 

 

５ 参考事項 

SG4 会合は、2020 年 11 月（E-Meeting）、2021 年３月（E-Meeting）、2021 年 11 月（E-

Meeting）及び 2022 年９月（対面及び E-Meeting 併用）、2023 年７月（対面及び E-Meeting

併用）に開催され、２件の新規勧告案及び６件の改訂勧告案が郵便投票に付され、承認

されたほか、１件の勧告の削除が承認された。2023 年７月の SG4 会合及び 2023 年９月

の SG5 会合にて１件の新規勧告案が合意された。今会期中に郵便投票により承認され

た勧告リストを表４－４に示す。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）GSO 宇宙局と通信する Ka 帯航空 ESIM による地上業務保護のための PFD 制限値遵

守に関する審査方法（新勧告 S.2158-0） 

WRC-19 議題 1.5 の結果、17.7-19.7GHz(↓)、27.5-29.5GHz(↑)における GSO 宇宙局

と通信する移動する地球局（ESIM）の利用が決議された（WRC 決議 169）。当該決議には、

航空 ESIM が地上業務を保護するために遵守すべき地表面の PFD 制限値が規定されて

おり、ITU 無線通信局（BR）が航空 ESIM の特性を審査することになっているが、具体的

な審査方法は定められなかった。本勧告は、その審査方法をまとめたものであり、2023

年７月の SG4 会合で採択・承認の同時手続（PSAA）による郵便投票に付され、2023 年９

月 26 日に承認された。 
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表４－１ RA-23 に提出される（可能性がある）勧告案の評価 

勧告 

番号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP／ 

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考 

M.633-4 406.0-406.1MHz 帯 の

衛星で運用される衛星

非常用位置指示無線

標識(衛星 EPIRB)の送

信特性 

 

[概要] 

本改訂では EPIRB で使用

される種々の専門用語を

明確にした。また、406MHz

の遭難信号の使用を記述

したコスパス・サーサットの

文書への参照や、IMO の

海上における人命の安全

の た め の 国 際 条 約

（SOLAS）への参照も更新

された。 

 

[評価] 

特に問題なし。 

WP 4C 改訂 静観 ※ 

※本勧告改訂案は IBR 勧告（無線通信規則（RR）第４巻に掲載されている RR で引用されている勧告）で

あり、現在、承認に係る郵便投票手続を実施中（2023 年 11 月 14 日締切）。郵便投票で承認された場

合は、RA-23 には提出されない。 

 

 

表４－２ RA-23 に提出される決議案 

（なし） 

 

 

表４－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

42-1/4 固定衛星業務における地球局

のアンテナの特性 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）の地球局及

び同じ周波数帯を使用する他の局

の近傍と遠方場パターンとの関係

などについて、研究するもの。 

[評価]  

特に問題なし。 

継続 -  
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46-3/4 固定衛星業務における望まし

い多元接続特性 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）で使用される

網の特性、変調方法及び異なるシ

ステムの特性を考慮した望ましい

多元接続方法などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

70-1/4 15GHz 超の周波数における固

定衛星業務の送信地球局か

らの許容できない混信に対す

る静止衛星軌道の保護 

[概要] 

15GHz 超における地球局の発射に

より生じる許容できない混信に対

し、固定衛星業務における静止宇

宙局の保護の基準のための適切

なフォーマットなどについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

73-2/4 固定衛星業務のデジタル経路

のトラフィックへの可用性及び

妨害 

[概要] 

ビット誤りの送信又はバーストにお

ける切断のような可用性及び短期

間の妨害に影響を与える仮想参照

デジタル経路の衛星部分内の重

要な要因などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

83-6/4 移動衛星業務内の無線スペク

トル及び周波数の共用の有効

利用 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）にすでに分

配されている周波数帯内における

衛星から移動地球局へのリンク及

び移動地球局から衛星へのリンク

について、技術及び運用の視点か

ら、望ましい周波数帯などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

84-4/4 移動衛星業務における非静止

衛星軌道の使用 

[概要] 

移動衛星業務を提供するのに適し

た非静止衛星軌道の種類などに

ついて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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87-4/4 移動衛星通信システムの送信

特性 

[概要] 

陸上移動衛星システム、全世界的

な 海 上 遭 難 安 全 シ ス テ ム

（GMDSS）を含む海上移動衛星シ

ステム、航空移動衛星システム及

び前述のシステムの二以上の組

合せを取り込んだ移動衛星システ

ムのための望ましい送信特性など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

88-1/4 移動衛星業務の伝搬及び移

動地球局アンテナ特性 

[概要] 

いくつかの移動地球局が静止軌道

において衛星に向け 5°以下の仰

角をもちうることを考慮して、海上

利用、航空利用、陸上利用のため

のアンテナシステムの望ましい種

類及びそれらの特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

91-1/4 無線測位衛星業務の技術及

び運用特性 

[概要] 

無線測位衛星業務におけるシステ

ムの望ましいシステム構想並びに

技術及び運用特性などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

109-1/4 1530-1544MHz帯及び1626.5-

1645.5MHz 帯で運用する移動

衛星システムの全世界的な海

上遭難安全システムの要件 

[概要] 

さまざまな海洋域で全世界的な海

上遭難安全システム（GMDSS）の

遭難及び安全通信を同時に実施

するのが見込まれる船舶地球局の

総数の割合などについて、研究す

るもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

110-1/4 航空移動衛星(R)業務への混

信 

[概要] 

航空移動衛星(R)業務（AMS(R)S）

への混信の計算の推奨される方

法などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

201-1/4 移動衛星業務と他の業務との

周波数共用 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）と他の業務と

の共用を促進する適切な技術及び

運用手段などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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203-1/4 静止衛星軌道の有効利用へ

の小型アンテナの使用の影響 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）で使用される

周波数帯における小型アンテナを

使用する業務と他の通信業務間の

混信の潜在レベルなどについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

205-1/4 移動衛星業務により使用され

る固定衛星業務の非静止衛

星フィーダリンク間の周波数共

用 

[概要] 

非静止軌道移動衛星業務（MSS）

により使用される固定衛星業務フ

ィーダリンクの最新の技術特性な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

208/4 固定衛星業務における衛星網

間の混信の評価における統計

的・確率的方法の使用 

[概要] 

統計的又は確率的な性質であるネ

ットワーク間混信の評価における

要素などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

209/4 静止衛星システムの上り及び

下りの両リンクのため固定衛

星業務に分配された周波数帯

の使用 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）（宇宙から地

球）の宇宙局が、地球から宇宙へ

の周波数分配を放送衛星業務

（BSS）フィーダリンクと共用するこ

とが可能である条件及び範囲など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

210-1/4 1-3GHz 帯における移動衛星

業務の世界的非静止衛星シ

ステムで運用する移動地球局

の技術特性 

[概要] 

世界的非静止軌道移動衛星業務

（MSS）システムで運用する移動地

球局の適切な技術特性について、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

211-2/4 移動衛星業務の混信基準及

び計算方法 

[概要] 

混信計算方法に関する ITU-R 文

章により含められる与干渉と被干

渉の搬送波の種類の組み合わせ

などについて、研究するもの。 

[評価]  

特に問題なし。 

継続 -  

214/4 可動及び再構成可能な衛星ビ

ームの技術関係 

[概要] 

調整手続のための可動及び再構

成可能な衛星ビームの関係などに

ついて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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217-2/4 ICAO 世界航行衛星システム

における無線航行衛星業務へ

の混信 

[概要] 

世界航行衛星システム（GNSS）の

航空路、ターミナル並びに着陸進

入及び着陸の運用への有害な混

信がないことを確保するために、

1559-1610MHz 帯における固定業

務からの最大許容混信レベルなど

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

218-1/4 固定衛星業務における機上処

理衛星と地上網との両立性 

[概要] 

デジタルベースバンド機上処理

（OBP）の使用によって潜在的に影

響を受ける特定の網及びトラフィッ

クパラメータなどについて、研究す

るもの。2023 年９月の改訂では、

近年の衛星通信の発展を踏まえ、

IMT 衛星コンポーネントに関する開

発状況について盛り込むだけでな

く、固定衛星業務に加え、移動衛

星業務についても研究の対象に加

えることなった。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年

9 月に

承認さ

れた研

究課題 

227/4 移動衛星業務における非常通

信の技術及び運用特性 

[概要] 

航空移動運用を除く全世界的な海

上遭難安全システム（GMDSS）の

非常運用以外の非常運用のため

の静止又は非静止衛星システムを

使用する無線通信を提供する移動

衛星システムの望ましい技術及び

運用性能などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

231/4 

非静止衛星を使用する固定衛

星業務の網と固定衛星業務の

他の網との共用 

[概要] 

非静止軌道固定衛星業務（FSS）

網で使用される可能性のある技術

特性などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

233/4 専用利用者デジタル衛星通信

システム及び関連するアーキ

テクチャ 

[概要] 

デジタル送信のための専用利用者

システムの設計及び構築を促進す

るために、考えられる、望ましい網

のアーキテクチャなどについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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236/4 固定衛星業務のための混信

基準及び計算方法 

[概要] 

混信計算方法及び基準に関し、

ITU-R 勧告 S.741-2 に含まれず、

他のITU-R文書に含まれる与干渉

及び被干渉固定衛星業務（FSS）

搬送波種類の組み合わせなどに

ついて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

245-1/4 帯域外及びスプリアス発射の

制限 

[概要] 

さまざまな周波数帯における固定

衛星業務（FSS）、放送衛星業務

（BSS）、移動衛星業務（MSS）及び

無線測位衛星業務（RDSS）により

達成される実際のスプリアス発射

レベルなどについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

248/4 5GHz 周辺の固定衛星業務と

無線デジタル網との周波数共

用 

[概要] 

無線デジタル網装置の総数により

宇宙に向け放射される最大輻射電

力密度を決定する要因などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

263-1/4 インターネット又は上位層プロ

トコルのパケットの送信のため

の固定衛星業務におけるデジ

タルリンクの性能目標 

[概要] 

IP を支援するのに必要な参照衛星

網アーキテクチャなどについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

264/4 275GHz 超で運用する固定衛

星業務の網の技術及び運用

特性 

[概要] 

静止軌道（GSO）及び非静止軌道

（non-GSO）固定衛星業務に関し、

275GHz 超の周波数における地球

から宇宙、宇宙から地球及び宇宙

から宇宙のリンクの技術及び運用

特性などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

266/4 20/30GHz 帯の静止軌道固定

衛星網で運用する高密度固定

衛星業務地球局の技術特性 

[概要] 

ユビキタスに展開される高密度静

止 軌 道 （ GSO ） 固 定 衛 星 業 務

（FSS）地球局の技術的特性につい

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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267/4 固定衛星網の公表、調整及び

通告に関連する技術及び運用

検討 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）の主官庁及

び無線通信局（BR）の両者に一般

に役立つ FSS 網の「公表、調整及

び通告」（APCN）に必要な、及び提

供される技術及び運用データの改

善などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

268/4 打上前の衛星の不要発射レ

ベルの評価のための方法の

作成 

[概要] 

受動業務の受信機が有害な影響

を受けないように、打上前に衛星

からの不要発射レベルを測定又は

推定する方法について、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

270-1/4 広帯域拡散信号を使用する固

定衛星業務システム 

[概要] 

固定衛星業務（FSS）分配の帯域

内にある、広帯域拡散信号を使用

する FSS システムの適切な特性な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

271/4 意図しない利用による衛星ニ

ュース収集（SNG）間の混信 

[概要] 

衛星ニュース収集（SNG）運用者に

より使用される利用手続の推奨さ

れる装置などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

272/4 37.5-38GHz 帯 及 び 40-

40.5GHz 帯における固定衛星

業務（FSS）と宇宙研究業務と

の周波数共用 

[概要] 

37.5-38GHz 帯及び 40-40.5GHz 帯

における宇宙研究業務（SRS）と固

定衛星業務（FSS）で運用するシス

テム間の共用を促進する基準及び

技術について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

273/4 現在及び計画中の衛星網をも

つ辺境及び開発地域への民

間航空通信システムの現代化

及び通信システムの拡張の支

援 

[概要] 

航空通信業務を伝える移動衛星

業務（MSS）及び／又は固定衛星

業務（FSS）網を考慮する必要のあ

る開発地域及び遠隔地に特に関

連した最新の航空通信業務の技

術及び運用特性などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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274/4 スペクトル／軌道の利用を改

善するための技術方法 

[概要] 

同じ周波数帯で運用し、かつ静止

軌道（GSO）の近隣位置をもつ異な

る衛星システム間の混信を軽減す

るために使用される地球局の技術

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

275/4 次世代網の要素を形成する固

定衛星及び移動衛星業務に

おけるデジタルリンクの性能

目標 

[概要] 

次世代網（NGN）を支援するために

必要な衛星参照網アーキテクチャ

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

276/4 移動衛星業務におけるデジタ

ル経路の可用性 

[概要] 

送信の異なる種類のアプリケーシ

ョンについての移動衛星業務の仮

想デジタル経路における可用性の

定義などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

277/4 可変ビットレートパスを備えた

デジタル固定衛星及び移動衛

星業務のパフォーマンス目標 

[概要] 

適切な仮想参照デジタル経路にお

けるビット誤り性能目標及びビット

誤り性能分配などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

278/4 無線通信規則第 21 条に従う

電力束密度制限を満たす運用

設備の使用 

[概要] 

電力束密度のレベルの調整のた

めのエネルギー分散、バックオフ

制御及び他の技術などの運用設

備の使用に関する宇宙システムの

実際の設計性能などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

279/4 高精細度テレビジョンの衛星

放送 

[概要] 

衛星送信のための高精細度テレビ

ジョン（HDTV）システムの最適パラ

メータ及び衛星チャンネル配置な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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280/4 放送衛星業務の受信地球局

アンテナ 

[概要] 

（個別受信及び共同受信の両方に

ついて）BSS 受信地球局アンテナ

の測定される同一偏波及び交差偏

波の放射特性などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

281/4 放送衛星業務（音声及びテレ

ビジョン）におけるデジタル技

術 

[概要] 

帯域幅及び費用の検討から最適

パラメータを推定することを目的と

した評価に基づく、適切な誤り訂正

符号化及び／又は誤り隠蔽処理

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

282/4 1-3GHz の周波数範囲におけ

る放送衛星業務（音声）の導

入に関連した周波数共用問題 

[概要] 

雑音及び混信の性能要件並びに

混信の計上を含む、放送衛星業務

（BSS）（音声）システムの望ましい

技術及び運用特性などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

283/4 放送衛星業務における高精細

度テレビジョンと他の業務との

共用研究 

[概要] 

高精細度テレビジョン（HDTV）が

12、17 及び 21GHz 帯で使用される

場合の BSS と BSS 帯を共用する

他の業務との共用のための適切な

技術規定などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

284/4 1-3GHz の周波数範囲におけ

る放送衛星業務（音声）の導

入に関連したスペクトル管理 

[概要] 

すべての放送音声業務の既存の

容量を利用する最も有効な方法な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

285/4 放送衛星業務における複合業

務及び番組のデジタル放送 

[概要] 

複合業務の衛星放送のための適

切な及び／又は最適な変調及び

チャンネル符号化技術、実際のチ

ャンネル伝送速度（容量）、実現で

きる性能（例えば、C/N 及び C/I に

応じた BER）などについて、研究す

るもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  
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286/4 移動及びアマチュア業務及び

関連衛星業務の災害通信の

改善への寄与 

[概要] 

災害警報、軽減及び救援活動のた

めの無線通信の技術、運用及び

関連する手続面などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

287/4 移動衛星業務におけるパケッ

ト網送信の技術及び運用特性 

[概要] 

移動衛星業務（MSS）におけるパケ

ットデータ送信の技術及び運用特

性を定めるための適切な送信モデ

ル（又は仮想参照接続）などにつ

いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

288/4 無線航行衛星業務（宇宙から

地球、宇宙から宇宙、地球か

ら宇宙）システムの特性及び

運用要件 

[概要] 

他の業務又はシステムとの共用及

び両立性研究で使用されるための

無線航行衛星業務（RNSS）システ

ムの技術及び運用特性について、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

289/4 双方向衛星放送システム（テ

レビジョン、音声及びデータ）  

[概要] 

ケーブル、衛星主アンテナ、地上

中継、交換網又は直接衛星受信

により受信される双方向衛星放送

システムのための方法及びチャン

ネルなどについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

290/4 公衆警報、災害軽減及び救援

のための放送衛星の手段 

[概要] 

国境を越え、情報を広め、小又は

大人口に伝えるために利用できる

放送衛星システムなどについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

291/4 Integrated MSS のシステムア

ーキテクチャ等の検討 

［概要］ 

本 新 研 究 課 題 案 は 、 Integrated 

MSS のシステムアーキテクチャ等

を検討するためのもの。 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 -  
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292/4 UHDTV 衛星放送システム ［概要］ 

本研究課題は UHDTV 衛星放送に

ついて APSK、LDPC 等の最新技

術動向を考慮しつつ大容量伝送を

可能とする伝送方式や降雨減衰対

策の研究を行うもの。 

［評価］ 

我が国提案の研究課題である。特

に問題なし。 

継続 -  

293/4 FSS 及び BSS で用いられる小

規模(d/λ30 前後) 地球局の

アンテナ放射図及びパターン 

［概要］ 

本研究課題は小型アンテナの放射

パターンについて研究を行うもの。 

 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 -  

 

 

表４－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告 

番号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP／

課題番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

M.1901-3 周波数帯 1164-1215MHz、

1215-1300MHz 、 1559-

1610MHz 、 5000-5010MHz

及び 5010-5030MHz におけ

る無線航行衛星業務に係る

システム及びネットワークに

関する ITU-R 勧告に関する

ガイダンス 

 

勧告名で記載されている周

波数帯において計画又は運

用される無線航行衛星業務

（RNSS）受信地球局の技術

特性及び保護基準並びに

RNSS 送信宇宙局の特性に

関する ITU-R 勧告及び報告

の参照を更新している。 

WP4C 改訂 CACE/1014 

S.2131-1 適用符号化及び変調を使

用する衛星仮想参照デジタ

ルパスのための性能目標を

決定するための方法 

 

DVB-S2X で定義された変

調とコーディングに関する周

波数利用効率特性、非常に

低い/高い信号対雑音比値

を考慮してシャノン-ハートレ

ー式を修正した。このほか、

年間の使用可能時間やノー

トの修正を行っている。 

WP4B 改訂 CACE/1014 

S.1714-1 無線通信規則第 9.7A 号の

下で超大型アンテナの調整

を容易にするために EPFD

↓を計算する静的方法 

 

本 改 訂 は 、 勧 告 ITU-R 

S.1714 で GSO 衛星の PFD

制限値を評価する際の傾斜

角 αの誤りを 訂正 するも

の。 

さらに、様々なケース毎に

適用される内容が適当であ

るかを判断するのに有用な

注意書を追加している。 

このほか、EPFD↓トリガー

レベルを計算し、それらの

適合性を検証するための修

WP4A 改訂 CACE/1014 
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正を行っている。 

M.1787-4 無線航行衛星業務（宇宙か

ら地球及び宇宙から宇宙）

及び周波数帯 1164-1215 

MHz、1215-1300MHz 及び

1559-1610MHz で運用する

送信宇宙局の技術的特性 

無線航行衛星業務のシステ

ムの特性、用途及び信号構

造の更新のほか、修辞上の

改訂がなされている。 

WP4C 改訂 CACE/1015 

M.1902-2 無線航行衛星業務（宇宙か

ら地球）における受信地球

局の特性及び保護基準 

RNSS システムについて、受

信機の技術的特性及び保

護基準の改訂を行ったも

の。 

WP4C 改訂 CACE/1015 

S.2157-0 37.5-39.5GHz（宇宙から地

球）、39.5-42.5GHz（宇宙か

ら地球）、47.2-50.2GHz（地

球から宇宙）、50.4-51.4GHz

（地球から宇宙）の周波数

帯での一般的な GSO 基準

リンクのグローバルセットに

対する NGSO システムから

の混信の評価手続 

 

 

本勧告は、周波数帯 37.5-

39.5GHz(宇宙から地球)、

39.5-42.5GHz( 宇 宙 か ら 地

球)、47.2-50.2GHz(地球から

宇宙)及び 50.4-51.4GHz(地

球から宇宙)における GSO

衛星ネットワークの保護を

保証するために、無線通信

規則 No.22.5L の NGSO シス

テムに対する適合性の評価

手法に関するものである。 

WP4A 新規 CACE/1079 

S.2158-0 27.5-29.5GHz 帯の固定衛

星業務で静止宇宙局と通信

する航空の移動する地球局

（A-ESIM）が地表面上で事

前に設定された PFD 制限に

適合するかの審査手法 

 

本勧告は、ITU 無線通信局

（BR）が、静止衛星ネットワ

ークで運用されている航空

ESIM の特性について、WRC

決議169(WRC-19)の附属書

3 の第 II 部に規定された

PFD 制限への適合性を審

査する際の方法論に関する

もの。 

 

WP4A 新規 CACE/1079 

S.1503-4 RR 第 22 条の制限を受ける

非静止衛星軌道の固定衛

星軌道の固定衛星システム

ネットワークの調和のため

のソフトウェアの発展のため

の機能的な説明 

 

固定衛星業務(FSS)におけ

る非静止軌道(NGSO)衛星

システムの、無線通信規則

第 22 条に含まれる等価電

力束密度(EPFD)制限値へ

の適合性を決定するために

使用される方法論を定義し

ている。 

改訂案には、次の変更が含

まれている。 

-NGSO 地球局及び衛星に

おける同一周波数の NGSO

通信リンク間の最小分離

角。 

-NGSO 衛星が追跡できる

NGSO 地球局の同一周波

数の最大数。 

-EPFD(up)の場合に使用さ

れる e.i.r.p.マスクの定義。 

-勧告全体をとおして、一貫

した定義と様々な概念の使

WP4A 改訂 CACE/1079 
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用を保証するための既存の

条文の修正。 

-最小 GSO 地球局仰角 

-X 角 PFD マスクフォーマッ

トの削除。 

-勧告 ITU-R S.1503 で使用

される座標の明確化。 

S.354 固定衛星業務用の仮想基

準回路における映像帯域幅

及び許容ノイズレベル 

本勧告は、アナログテレビ

に適用される勧告であり、

不要となっている。 

WP4B 削除 CACE/1079 

M.[REC.

MSS & 

IMT L-

BAND 

COMPA

TIBILITY

] 

1492-1518MHz 帯での IMT

展開を希望する主管庁に対

する 1518-1525MHz 帯での

MSS 運用に関する技術・規

制上の対策 

 

決議 223 に基づき、1518-

1525MHz 帯で運用されてい

る移動衛星業務の衛星シス

テム、及び 1492-1518MHz

帯で運用されている地上系

IMT システムの間での隣接

バンド共用可能性に関する

技術・規制上の対策につい

ての勧告。 

WP4C/WP5

D 

新規 2023 年 7 月

の SG4 及び

2023 年 9 月

の SG5 にて

新規勧告案

が採択され

た。 
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第５章 RA への対処（SG５関連） 

 

１ 研究対象 

SG5 は、「移動業務、固定業務、無線測位業務、アマチュア業務及びアマチュア衛星業

務」を研究対象としている。 

我が国からは、SG5 副議長として、新博行氏（NTT ドコモ）を選出している。次会期の

SG5 副議長として、今田諭志氏(KDDI)を推薦している。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される SG5 の勧告案及びその評価一覧を表５－１に示す。 

提出される勧告 M.541-10 及び勧告 M.1171-0 の２件の改訂案については、いずれも

支持する。 

また、アマチュア業務及びアマチュア衛星業務から無線航行衛星業務（RNSS）の受信

局への与干渉から同受信局を保護するためのガイダンスを与える勧告を策定中である。

同勧告案は 2023 年９月の SG5 会合で審議されたが合意に至らなかったため、正式に

RA-23 に上程されるものではないが、RNSS 受信機を保護するガイダンスを与える同勧

告案の早期策定は重要であり、同会合内での承認を目指して日本寄与文書１件を提出

して対処する。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される決議案及びその評価一覧を表５－２に示す。 

提出される決議 55-3 の改訂案１件については支持する。 

また、決議 56-2 及び 65 の改訂案に関しては、2023 年９月の SG5 会合の議論の結果、

採択されず、改訂案は正式には RA-23 に入力されず、SG5 議長から RA への報告の中

に、情報として添付されるにとどまった。しかしながらこれらは、IMT の開発プロセスに影

響を与える等、重要な改訂決議案であるため、同会合内での審議・承認を目指して日本

寄与文書２件を提出して対処する。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG5 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表５－３に示す。 

今会期は当初 33 件の研究課題があり、会期中に１件の削除を実施。また、2023 年９

月の SG5 会合では、１件の新規研究課題の追加、８件の改訂が採択、２件の削除が合

意され、いずれも郵便投票にかけられることとなった（RA-23 以降に結果が判明する予定。

なお、RA-23 に上程される研究課題案はない。）。我が国としては、いずれも支持すること

で差し支えない。その他、次会期に継続される研究課題については、引き続き支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 
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（１）ITS（研究課題[FUTURE-ITS-CAV]/5） 

【概要】 

ITS 用無線通信に関する包括的な研究課題で、従来の ITS に加え、協調型自動運転、

さらには将来の ITS アプリケーションのための無線通信等について研究するもの。 

 

（２）航空及び海上システムの保護基準（研究課題 235/5） 

【概要】 

保護基準がまだ制定されていない航空移動、海上移動及び無線測位のシステムの技

術及び運用特性並びに必要な保護基準について、研究するもの。 

 

（３）275-1000GHz における固定業務局の技術・運用特性（研究課題 257/5） 

【概要】 

275-1000GHz における固定業務の技術・運用特性を検討し、その検討結果を基に固

定業務-受動業務間及び固定業務-他能動業務間について共用検討するもの。 

 

（４）地上系 IMT のさらなる開発（研究課題 229-5/5） 

【概要】 

地上系 IMT について、その高度化に伴う技術要件、アプリケーション等の研究を行うも

の。 

 

５ 参考事項 

今会期中に郵便投票により承認された勧告リストを表５－４に示す。 

2020 年７月、2020 年 11 月、2021 年 12 月、2022 年 11 月に開催された SG5 会合で

は、１件の新規勧告案、31 件の改訂勧告案及び１件の勧告削除案が郵便投票に付され、

承認された。また、2023 年９月に開催された SG5 会合では、４件の新規勧告案（１件は

SG4 との共管）、12 件の改訂勧告案及び１件の勧告削除案が採択（又は合意）され、この

うち２件の改訂勧告案については RR で参照による引用がなされているため RA-23 に上

程され、残りについては郵便投票による承認を求めることとなった。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向は以下のとおりである。 

 

（１）高度道路交通システム（ITS） 

協調型自動運転（CAV）のユースケースや目的・通信要件、通信技術、初期の周波数

ニーズ、相互運用性条件等を取りまとめた報告 M.[CAV]が策定された。 

 

（２）海上移動業務で用いるデジタル選択呼出装置の運用手順について 

MF 及び HF 帯海上移動業務に自動回線接続システム（ACS）を導入するために、海上
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移動業務で用いるデジタル選択呼出装置（DSC）の運用手順の改訂勧告案が、我が国が

主体的に参加・寄与して作成された。本改訂勧告案は SG5 において採択され、無線通信

規則に、参照による引用がなされているため RA-23 に提出されている。 

 

（３）海上移動業務における一般呼出のための無線電話手順 

海上移動業務における無線電話の運用手順の改訂勧告案が、我が国が主体的に参

加・寄与して作成された。本改訂勧告案は SG5 における議論によって採択され、無線通

信規則に、参照による引用がなされているため RA-23 に提出されている。 

 

（４）固定業務及びその他の業務のシステム間における周波数共用と互換性（研究課題

252-0/5） 

ITU-R 勧告 F.758-6（固定業務のデジタル固定無線システムと他業務システムとの共

用検討の基準策定に用いるシステムパラメータ）について、14.4-15.35GHz におけるアン

テナ利得等のパラメータ修正を含む改訂作業が WP5C で行われた。 

 

（５）IMT について 

IMT-2030 に向けた国際標準化スケジュールが 2022 年６月の WP5D において合意さ

れ、このスケジュールに従って、IMT-2030 フレームワーク勧告の策定が進められている。

同勧告案は、2023 年６月の WP5D において合意が得られ、その後９月に開催された SG5

会合において採択された。現在、郵便投票による承認のため、回章に付されている。 
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表５－１ RA-23 に提出される勧告案の評価 

勧告 

番号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP 

／課題 

番号 

新規 

改訂 

削除 

対応 備考 

M.541-10 Operational procedures for 

the use of digital selective-

calling equipment in the 

maritime mobile service 

海上移動業務で用いるデジタ

ル選択呼出装置の運用手順 

MF 及び HF 帯海上移動業務に自

動回線接続システム（ACS）を導入

するために、海上移動業務で用い

るデジタル選択呼出装置（DSC）の

運用手順を改訂するもの。 

我が国が主体的に参加・寄与して

作成された。 

WP 5B 

N/A 

改訂 支持 RR で

参照引

用あり 

M.1171-0 Radiotelephony procedures in 

the maritime mobile service 

海上移動業務における一般

呼出のための無線電話手順 

海上移動業務における無線電話

の運用手順を改訂するもの。 

WP 5B 

N/A 

改訂 支持 RR で

参照引

用あり 

 

以下の新勧告案については正式に RA-23 に上程されないものの、我が国として早期成立が必要と判断する

ため、日本寄書を提出することにより RA-23 での承認を目指すもの。 

M.[AS 

GUIDAN

CE] 

Guidance on technical and 

operational measures for the 

use of the frequency band 1 

240-1 300 MHz by the 

amateur and amateur-

satellite service in order to 

protect the radionavigation-

satellite service (space-to-

Earth) 

無線航行衛星業務（宇宙から

地球）を保護するためのアマ

チュア・アマチュア衛星業務

による 1240-1300MHz 帯の使

用に関する技術的・運用上の

手段に係るガイダンス 

1240-1300MHz 帯において、アマチ

ュア業務及びアマチュア衛星業務

の局から、RNSS の受信局への与

干渉から同受信局を保護するため

のガイダンスを勧告として規定する

もの。 

WP 5A 

N/A 

新規 日本

寄与

文書

により

対処 

－ 

 

 

表５－２ RA-23 に提出される決議案 

決議 

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

55-3 ITU-R studies of disaster 

prediction, detection, mitigation 

and relief 

災害予測、検知、低減及び緩

和に係る ITU-R 研究 

災害が発生した際の無線通信のた

めの周波数有効利用の観点から、

関係する SG は、ITU 外の機関とも連

携しつつ、災害予測、検知、被害緩

和等に資する無線通信に関する研

究やガイドラインの策定を行う、とい

ったこと等を規定しているもの。 

改訂 支持 WP5A 

 

以下の改訂決議案については正式には RA-23 に入力されず、SG5 議長から RA への報告の中に、情報と

して添付されるにとどまったが、我が国として改訂が必要と判断するため、日本寄書を提出することにより

RA-23 での改訂を目指すもの。 

56-2 Naming for International Mobile IMT-2000、IMT-Advanced 及び IMT- 改訂 日本 WP5D 
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Telecommunications 

IMT の名称 

2020 といった用語を定義する決議 寄与

文書

によ

り対

処 

65 Principles for the process of 

future development of IMT for 

2020 and beyond 

2020 年以降の IMT の将来開発

の過程に関する原則 

IMT の今後の開発に向けた勧告や

報告の策定に加えて、加盟国・セク

ターメンバー等から提出された内容

に基づき無線インタフェース仕様を

規定する勧告を策定すること等を規

定。さらに、以上のような事項を踏ま

えて、踏むべきプロセスについて規

定。 

改訂 日本

寄与

文書

によ

り対

処 

WP5D 

 

 

表５－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

1-6/5 Interference protection ratios 

and minimum field strengths 

required in the land mobile 

services 

陸上移動業務に必要な干渉保

護比及び最小電界強度 

[概要] 

陸上移動業務で要求される干渉保護

比と最小の電界強度について研究を

行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

7-7/5 Characteristics of equipment 

for the land mobile service 

between 30 and 6 000 MHz 

30 から 6000MHz の間の陸上移

動業務の機器の特性 

[概要] 

30-6000MHz 帯の陸上移動業務の技

術特性について研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

37-6/5 Digital land mobile systems for 

specific applications 

特殊利用のためのデジタル陸

上移動システム 

[概要] 

基地局性能、カバレッジエリア、機器

の複雑さ等を考慮し、陸上移動業務

のシステムについて、周波数効率や

最適な技術特性の研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

48-7/5 Techniques and frequency 

usage in the amateur service 

and amateur-satellite service 

アマチュア業務及びアマチュア

衛星業務における技術及び周

波数の利用 

[概要] 

アマチュア業務及びアマチュア衛星業

務について研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

62-2/5 Interference to the aeronautical 

mobile and aeronautical 

radionavigation services 

航空移動業務及び航空無線航

行業務への混信 

[概要] 

IEC/CISPR の混信測定方法に関し

て、航空関係業務の保護規定の策定

に有用な基準があるか、また、他の無

線業務、情報機器が ISM から受ける

混信累積効果の測定方法について研

究を行うもの。 

[評価] 

継続 － WP 5B 
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特に問題なし。 

77-8/5 Consideration of the needs of 

developing countries in the 

development and 

implementation of IMT 

IMT 開発及び実用化における

開発途上国の要求の検討 

[概要] 

通信が未発達の地域において、有効

な通信手段として IMT をいかに導入す

るかについて研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5D 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

101-5/5 Quality of service requirements 

in the land mobile service 

陸上移動業務におけるサービ

ス品質の要求条件 

[概要] 

陸上移動アプリケーションに適した符

号化方式に関する研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

110-3/5 Reference radiation patterns of 

point-to-point fixed wireless 

system antennas for use in 

sharing studies 

共用検討に用いられる point-

to-point 方式の固定無線シス

テムアンテナの標準輻射パター

ン 

[概要] 

共 用 検 討 に 用 い ら れ る 固 定 無 線

（point-to-point システム）アンテナの

輻射パターンに関する研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

205-6/5 Intelligent transport systems 

高度道路交通システム（ITS） 

[概要] 

ITS の構成要素、機能、周波数要件等

について研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 支持 WP 5A 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

209-6/5 Use of the mobile, amateur and 

the amateur-satellite services 

in support of disaster 

radiocommunications 

災害通信の支援における移動

業務、アマチュア業務及びアマ

チュア衛星業務の利用 

[概要] 

災害時通信における移動、アマチュア

及びアマチュア衛星業務の貢献につ

いて研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5A/ 

WP 5D 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

212-4/5 Nomadic wireless access 

systems including radio local 

area networks 

無線 LAN を含んだノマディック

無線アクセスシステム 

[概要] 

無線 LAN を含むノマディックワイヤレ

スアクセスシステム（NWA）について、

技術及び運用要件等について研究を

行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

215-4/5 Frequency bands, technical 

characteristics, and operational 

requirements for fixed wireless 

access systems in the fixed 

and/or land mobile services 

固定及び/又は陸上移動業務

における固定無線アクセスシス

テムの周波数帯域、技術特性

及び運用要件 

[概要] 

FWA システムに最適な周波数帯、技

術特性及び運用要件等について研究

を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

229-5/5 Further development of the 

terrestrial component of IMT 

IMT の地上系コンポーネントに

係るさらなる開発 

[概要] 

地上系 IMT について、その高度化に

伴う技術要件、アプリケーション等の

研究を行うもの。 

(改訂) 支持 WP 5D 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂
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[評価] 

特に問題なし。 

案が採択

された。 

235/5 Protection criteria for 

aeronautical and maritime 

systems 

航空及び海上システムの保護

基準 

[概要] 

保護基準がまだ制定されていない航

空移動、海上移動及び無線測位のシ

ステムの技術及び運用特性並びに必

要な保護基準について研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5B 

238-3/5 Mobile broadband wireless 

access systems 

移動広帯域無線アクセスシス

テム 

[概要] 

移動業務の広帯域無線アクセスシス

テムを研究するものであり、研究すべ

き項目として、存在する無線インタフェ

ース標準規格、技術・運用条件等があ

る。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

241-4/5 Cognitive radio systems in the 

mobile service 

移動業務におけるコグニティブ

無線システム 

[概要] 

コグニティブ無線の技術的特性につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5A/ 

WP 5D 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

242-2/5 Reference radiation patterns of 

omnidirectional and sectoral 

antennas for the fixed and 

mobile services for use in 

sharing studies 

共用研究のために用いられる

P-MP（Point-to-Multipoint ）固

定無線システムでの無指向性

及び扇形アンテナの標準輻射

パターン 

[概要] 

P-MP 無線方式用オムニ・ディレクショ

ナル及びセクトラルタイプのアンテナ

に対し共用検討用にどの参照パター

ンを定義していくのかについて研究を

行うもの｡ 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5A/ 

WP 5C/ 

WP 5D 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

246-0/5 Technical characteristics and 

channelling requirements for 

adaptive HF systems 

適応型 HF システムのための技

術特性及びチャネル要求 

[概要] 

スペクトラムの効率的利用及び干渉

の最小化を考慮した適応型 HF システ

ム導入のための適切な技術特性及び

チャネル要求について研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

247-1/5 Radio-frequency arrangements 

for fixed wireless systems 

固定無線システムの周波数配

置 

[概要] 

固定通信における好ましい周波数配

置やブロック単位での周波数配置に

ついて研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

248/5 Technical and operational 

characteristics for systems in 

the fixed service used for 

disaster mitigation and relief 

[概要] 

災害低減・救済に使用される固定通

信における好ましい技術的・運用的な

特性等の研究を行うもの。 

継続 － WP 5C 
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災害の緩和及び救援のために

用いられる固定無線システム

の技術上及び運用上の特性 

[評価] 

特に問題なし。 

250-1/5 Mobile wireless access systems 

providing telecommunications 

for a large number of ubiquitous 

sensors and/or actuators 

scattered over wide areas as 

well as machine to machine 

communications in the land 

mobile service 

陸上移動業務における、広域

エリアを対象としたセンサネット

ワーク及び M2M 通信に適用す

る移動無線アクセスシステム 

[概要] 

広いエリアを対象としたセンサネットワ

ークに適用する移動通信システムに

関して、技術面・運用面の要求条件及

び技術的特性などについて研究を行

うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

252/5 Frequency sharing and 

compatibility between systems 

in the fixed service and systems 

in other services 

固定業務及びその他の業務の

システム間における周波数共

用と互換性 

[概要] 

固定業務とその他の業務間における

技術面・運用面の共用条件について

研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

253/5 Fixed service use and future 

trends 

固定業務の利用と将来の傾向 

[概要] 

今後 10 年間またはそれ以降における

固定通信の適用先や技術開発の将来

動向について研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

254/5 Operation of short-range 

radiocommunication public 

access system supporting 

hearing aid systems 

補聴システム援助のための短

距離公衆無線アクセスシステム

の運用 

[概要] 

補聴システム補助のための狭域無線

公衆アクセスシステムの適切な技術

的及び運用的特性等の研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

255/5 Performance and availability 

objectives and requirements for 

fixed wireless systems, 

including packet-based 

systems 

パケットベースシステムを含む

固定無線システムにおける性

能、稼働率目標及び要件 

[概要] 

パケットベースシステムを含めた FWS

の性能、稼働率目標、物理データ層の

要件に関して研究を行うもの。研究課

題の目標を 2019 年までとしていたも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

削除 － WP 5C 

256-1/5 Technical and operational 

characteristics of the land 

mobile service in the frequency 

range 275-1 000 GHz 

275-1000GHz 周波数帯の陸上

移動業務における技術及び運

用特性 

[概要] 

275-1000GHz 周波数帯の陸上移動業

務における技術及び運用特性につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5A 

2023 年 9

月の SG5

にて改訂

案が採択

された。 

257-1/5 Technical and operational 

characteristics of stations in 

the fixed service in the 

[概要] 

広帯域を用いた高速かつ大容量通信

の固定業務用アプリケーションの実現

(改訂) 支持 WP 5C 

2023 年 9

月の SG5
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frequency range 275-1 000 GHz 

275-1000GHz 帯における固定

業務局の技術・運用上特性 

に向け、275-1000GHz を用いた固定

業務の研究を行うものであり、日本よ

り提案を行ったもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

にて改訂

案が採択

された。 

258-0/5 Technical and operational 

principles for HF sky-wave 

communication stations to 

improve the man-made noise 

HF environment 

HF 帯環境改善のための上空

波通信局の技術・運用原理 

[概要] 

HF 帯無線通信の管理向上および HF

帯のバックグラウンドノイズの軽減の

ために関係機関が導入できる技術・運

用原理について検討を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5C 

259/5 Operational and radio regulatory 

aspects for planes operating in 

the upper level of the 

atmosphere 

大気圏より上空における航空

機の技術面と運用面 

[概要] 

航空機の航行を支援するために高度

100km以上において運用されるスペー

スプレーンについて、システムの要件

や、どの無線業務とすべきか等につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5B 

260/5 Coexistence analysis between 

foreign object debris detection 

systems operating in the 

frequency range 92 to 100 GHz 

and earth exploration satellite 

service sensors in-band and in 

adjacent bands 

[概要] 

92-100GHz 帯を用いる FOD と同帯域

内及び隣接周波数で運用する地球探

査衛星との共用について研究を行うも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5B 

261/5 Radiocommunication 

requirements for connected 

automated vehicles (CAV) 

自動運転車（CAV）の無線通信

の要件 

[概要] 

ITS という観点からの自動運転車

（CAV）の定義、CAV のための無線通

信要素、全体的な目標と要件、要件を

支持する無線通信システム等につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 支持 WP 5A 

2023 年 9

月 の SG5

に て 削 除

が 合 意 さ

れた。 

262/5 Usage of the terrestrial 

component of IMT systems for 

specific applications 

特定のアプリケーションのため

の IMT システムの地上系コンポ

ーネントの利用 

[概要] 

ITS という観点からの自動運転車

（CAV）の定義、CAV のための無線通

信要素、全体的な目標と要件、要件を

支持する無線通信システム等につい

て研究を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 WP 5D 

2023 年 9

月 の SG5

に て 改 訂

案 が 採 択

された。 

263/5 Studies related to the further 

development of RSTT 

RSTT のさらなる開発に関する

研究 

[概要] 

RSTT で使用する周波数を最大限に

効率的・柔軟に利用するための現在

及び将来の技術や、RSTT 用周波数

帯のグローバル又は地域的な調和の

ためのソリューション等について研究

を行うもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 － WP 5A 

[FUTURE- Studies related to Intelligent [概要] (新規) 支持 WP 5A 
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ITS-

CAV]/5 

Transport Systems, including 

Connected Automated Vehicles 

and future applications 

ITS 全般、ITS の CAV への応用、将来

的な ITS の応用等について研究を行う

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

2023 年 9

月 の SG5

に て 改 訂

案 が 採 択

された。 

 

 

表５－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告 

番号 
勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連

WP／ 

課題番

号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

M.2012-4 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International 

Mobile Telecommunications-

Advanced (IMT-Advanced) 

IMT-Advanced の地上系無線イ

ンタフェースの詳細仕様 

[勧告内容] 

地上系 IMT-Advanced の無線

インタフェースの詳細仕様に

関する勧告。各技術仕様の

更新を行うもので、具体的に

は、LTE-Advanced SRIT の能

力向上の追加等を行うもの。 

 

WP5D 

N/A 

改訂 2019.12 

CACE/938 

M.1746-1 Harmonized frequency channel 

plans for the protection of 

property using data 

communication 

データ通信の使用特性の保護

のための調和周波数チャネル

プラン 

[勧告内容] 

2006 年の発行後に行われた

参考文献の改訂や削除を反

映するよう改訂するもの。 

WP5A 

N/A 

改訂 2019.12 

CACE/938 

M.1826-1 Harmonized frequency channel 

plan for broadband public 

protection and disaster relief 

operations at 4 940-4 990 MHz 

in Regions 2 and 3 

第二地域・第三地域における

4940-4990MHz 帯 の 広 帯 域

PPDR（公衆保護及び災害救

援）の運用のための調和チャネ

ルプラン 

[勧告内容] 

2007 年の発行後に行われた

引用・参考文献の改訂や削

除を反映し、recommends 3 で

参照する Annex のチャネル幅

及び配置を技術の発展に合

わせて取り入れるように改訂

するもの。 

WP5A 

N/A 

改訂 2019.12 

CACE/938 

M.1808-1 Technical and operational 

characteristics of conventional 

and trunked  

land mobile systems operating 

in the mobile service allocations 

below 869 MHz to be used in 

sharing studies in bands below 

960 MHz 

共用検討で使用されるための、

869MHz 帯以下で分配される移

動業務で運用される従来型・基

幹陸上移動システムの技術・運

用特性 

[勧告内容] 

キーワード及び略語を追加

し、Annex 1 の技術・運用特性

を更新、2007 年以降の技術

発展に合わせて新たなシステ

ムを追加するよう改訂するも

の。 

WP5A 

1-3/8、 

7-5/8 

改訂 2019.12 

CACE/938 

M.2084-1 Radio interface standards of 

vehicle-to-vehicle and vehicle-

[勧告内容] 

高度道路交通システム（ITS）

WP5A 

205-

改訂 2019.12 

CACE/938 
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to-infrastructure two‑way 

communications for Intelligent 

Transport System applications 

ITS 向け V2V 及び V2I における

双方向通信に係る無線インタフ

ェース標準 

利用のための車車間、路車

間通信の無線インタフェース

標準を特定し、技術特性を規

定するもの。 

 

5/5 

F.758-7 System parameters and 

considerations in the 

development of criteria 

for sharing or compatibility 

between digital fixed wireless 

systems in the fixed service and 

systems in other services and 

other sources of interference 

固定業務のデジタル固定無線

システム並びに他業務のシス

テム及び他の与干渉源の間で

の共用又は両立性の基準策定

の際のシステムパラメータ及び

検討 

[勧告内容] 

デジタル固定無線システムの

共用基準開発のための原則

や 30MHz 以上での共用検討

に使うことを目的としたデジタ

ル固定無線システムの代表

的な技術特性や典型的なシ

ステム共用パラメータも含ん

でいる。 

14.4-15.35GHz におけるアン

テナ利得等のパラメータ修正

を含む、表６から 13 の FS シ

ステムの技術特性の更新・追

加する改訂を行うもの。 

WP5C 

252/5 

改訂 2019.12 

CACE/938 

F.636-5 Radio-frequency channel 

arrangements for fixed wireless 

systems operating in the 14.4-

15.35 GHz band 

14.4-15.35 GHz において運用

する FWS 向け RF チャネル配置 

[勧告内容] 

14.4-15.35GHz において運用

する FWS 向け RF チャネル配

置を定めており、本文におい

て、3.5、7、14、28、56MHz の

チャネル幅が記載されてい

る。 

112MHz チャネル幅を追加す

る改訂を行うもの。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2019.12 

CACE/939 

F.387-13 Radio-frequency channel 

arrangements for fixed wireless 

systems operating in the 10.7-

11.7 GHz band 

10.7-11.7GHz において運用す

る FWS 向け RF チャネル配置 

[勧告内容] 

本勧告は、10.7-11.7GHz にお

いて運用する FWS 向け RF チ

ャネル配置を定めている。 

Annex 4 内の既存チャネル幅

（ 7 、 14 、 28MH ｚ ） に 56 、

112MHz を 追 加 し 、 新 し い

Annex 5 に 80、60、40、30、20

及び 10MHz を追記する改訂

を行うもの。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2019.12 

CACE/939 

F.1565-1 Performance degradation due 

to interference from other 

services sharing the same 

frequency bands on a co-

primary basis, or from other 

sources of interference, with 

real digital fixed wireless 

systems used in the 

international and national 

portions of a 27 500 km 

hypothetical reference path at 

or above the primary rate 

27 500 km標準疑似パスの国際

及び国内部分に使われている

[勧告内容] 

本勧告は、27,500km 標準疑

似パスの国際及び国内部分

に使われているデジタル固定

無線システムに対する、同一

周波数帯を co-primary で共

用する他業務からの干渉によ

る品質劣化を明記している。 

本 勧 告 の 適 応 範 囲 を co-

primary だけでなく、non-co-

primary の干渉源まで拡張す

る改訂を行うもの。 

 

WP5C 

N/A 

改訂 2019.12 

CACE/939 
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デジタル固定無線システムに

対する、同一周波数帯を co-

primary で共用する他業務から

の干渉による品質劣化 

M.1457-15 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of  

International Mobile 

Telecommunications-2000 

(IMT-2000) 

IMT-2000 の地上系無線インタ

フェースの詳細仕様 

［勧告内容］ 

IMT-2000 の地上コンポーネ

ントの詳細仕様を最新のもの

にすることを目的とした改訂

で 、 主 な 変 更 点 は 、

FDMA/TDMA 無線インタフェ

ース技術（RIT）の拡張機能の

追加、それにともなう概要節

及びグローバル・コア仕様

（GCS）の変更である。また、ト

ランスポジションの参照が、

第 5.5 節で更新されている。 

 

WP5D 

N/A 

改訂 2020.10 

CACE/959 

M.2150-0 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International Mobile 

Telecommunications-2020 

(IMT‑2020) 

IMT-2020 の地上系無線インタ

フェースの詳細仕様 

[勧告内容] 

本勧告には、ITU-R決議第65

で示される原則にしたがっ

て、回章 5/LCCE/59（追補含

む）に含まれる全ての最小要

件（技術的性能、サービス及

びスペクトル）を満たす IMT-

2020 の地上無線インタフェー

ス技術が含まれる。二年以上

にわたり独立評価グループ

（ITU 外部）と協力して ITU-R 

WP 5D により評価が行われ

た。本勧告には、付録に IMT-

2020 無線インタフェース技術

詳細仕様が含まれる。 

WP5D 

N/A 

新規 2021.2 

CACE/973 

F.383-10 Radio-frequency channel 

arrangements for high-capacity 

fixed wireless systems 

operating in the lower 6 GHz (5 

925 to 6 425 MHz) band 

低域 6GHz 帯(5925～6425MHz)

で運用する大容量固定無線シ

ステムのための無線周波数チ

ャネル配置 

[勧告内容] 

6GHz 帯(5925～6425MHz)で

運用する大容量固定無線シ

ステムのための無線周波数

チャネル配置に関する勧告。 

新たに 59.3MHz チャネル幅を

含むチャネル配置に関する改

訂を行った。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2021.2 

CACE/973 

M.1798-2 Characteristics of HF radio 

equipment for the exchange of 

digital data and electronic mail 

in the maritime mobile service 

デジタルデータ及び電子メール

の通信を行う HF 帯海上無線機

の特性 

[勧告内容] 

デジタルデータ及び電子メー

ルの通信を行う HF 帯海上無

線機の特性を定めた勧告の

改訂。主に次の修正がなされ

た。 

・Annex 2、通信制御プロトコ

ルの呼出制御部に Annex 5

関連パラメータ追加 

・Annex 5、4.2.3 項に Editor's 

note として説明追記 

・Annex 5、5 項の通信プロトコ

WP5B 

N/A 

改訂 2021.2 

CACE/973 
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ル呼出制御部にパラメータ追

加 

F.1777-3 System characteristic of 

television outside broadcast, 

electronic news gathering and 

electronic field production in 

the fixed service for use in 

sharing studies 

固定業務における放送外テレ

ビジョン、電子ニュース収集及

び電子フィールド制作のシステ

ム特性 

[勧告内容] 

固定業務における、共用検討

で使用するための中継、電子

ニュース収集等に用いる放送

補助業務のシステム特性に

関する勧告。 

UHDTV 信号を送信するため

の放送補助業務(BAS)のシス

テム特性に対応するための

改訂を行った。 

WP5C 

252/5 

改訂 2022.3 

CACE/1019 

M.2012-5 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International Mobile 

Telecommunications-Advanced 

(IMT-Advanced) 

IMT-Advanced の地上系無線イ

ンタフェースの詳細仕様 

[勧告内容] 

IMT-Advanced の地上コンポ

ーネントの特定技術を最新の

状態に保つための改訂で、主

な 変 更 は 、 LTE-Advanced 

SRIT（SRIT: 無線インタフェー

ス技術のセット）の強化能力

の追加、文章の概要節及び

グローバル・コア仕様（GCS）

の派生的な変更が含められ

た点である。トランスポジショ

ンの参照が Annex 1 で更新さ

れている。 

WP5D 

N/A 

改訂 2022.3 

CACE/1019 

M.2150-1 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International Mobile 

Telecommunications-2020 

(IMT-2020) 

IMT-2020 の地上系無線インタ

フェースの詳細仕様 

[勧告内容] 

追加の無線インタフェース技

術 DECT 5G-SRIT（SRIT: 無

線インタフェース技術のセッ

ト）を含める改訂。 

WP5D 

N/A 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

M.1824-2 System characteristics of 

television outside broadcast, 

electronic news gathering and 

electronic field production in 

the mobile service for use in 

sharing studies 

共用検討で使用するための移

動業務のテレビ中継放送、ENG

及び EFP のシステム特性 

[勧告内容] 

表 1 における放送補助業務

（BAS）について、超高精細度

テレビジョン（UHDTV）信号の

送 信 の た め の 5.850-

8.500GHz 帯 、 10.250-

13.250GHz 帯 及 び 41.0-

42.0GHz 帯における新たなシ

ステム特性を含める改訂。こ

れにより、明確化のため、図 1

及び図 2 に関する BAS のリン

クについての追加情報が含ま

れた。 

WP5A 

1/5、

7/5 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

F.2005-1 Radio-frequency channel and 

block arrangements for fixed 

wireless systems operating in 

the 42 GHz (40.5 to 43.5 GHz) 

band 

42GHz 帯（40.5-43.5GHz）固定

無線周波数及びブロック配置 

[勧告内容] 

42GHz 帯（40.5-43.5GHz）で

運用される固定無線システム

の無線周波数チャネルとブロ

ック配置に関する勧告。 

既 存 の 7 、 14 、 28 、 56 、

112MHz のチャネルバンド幅

に加え新規に 224MHz を追加

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2022.3 

CACE/1020 
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する改訂を行った。 

F.637-5 Radio-frequency channel 

arrangements for fixed wireless 

systems operating in the 21.2-

23.6 GHz band 

21.2-23.6GHz 帯無線周波数配

置 

[勧告内容] 

23GHz 帯（21.2-23.6GHz）で

運用される固定ワイヤレスシ

ステムの無線チャネルとブロ

ック配置に関する勧告。 

チャネルバンド幅 224MHz、

56MHz を Annex1 に、224MHz

を Annex2 に追加するととも

に、エディトリアルな修正の改

訂を行った。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

F.749-4 Radio-frequency arrangements 

for systems of the fixed service 

operating in sub-bands in the 

36-40.5 GHz band 

36-40.5GHz 帯無線周波数配置 

[勧告内容] 

36-40.5GHz で運用される固

定ワイヤレスシステムの無線

チャネルとブロック配置に関

する勧告。 

Annex1 に新たなチャネルバ

ンド幅 224MHz の Interleaved 

channel arrangements のセク

ションを追加する改訂を行っ

た。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

F.595-11 Radio-frequency channel 

arrangements for fixed wireless 

systems operating in the 17.7-

19.7 GHz frequency band 

17.7-19.7GHz 帯無線周波数配

置 

 

[勧告内容] 

18GHz 帯（17.7-19.7GHz）で

運用される固定ワイヤレスシ

ステムの無線チャネルとブロ

ック配置に関する勧告。 

新たに 220MHz のチャネルバ

ンド幅を追加する改訂を行っ

た。 

WP5C 

247-

1/5 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

M.1796-3 Characteristics of and 

protection criteria for radars 

operating in the 

radiodetermination service in 

the frequency band 8 500-10 

680 MHz 

8500-10680MHz 帯における無

線標定業務で運用するレーダ

ーの特性及び保護基準 

[勧告内容] 

8500-10680MHz 帯で運用さ

れる無線標定業務用地上波

レーダーの特性及び保護基

準に関して、 

・略語／用語の修正 

・関連する ITU 勧告の追加 

・Annex1 Table1 System A12

のパラメータ変更 

等の改訂を行った。 

WP5B 

N/A 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

M.1465-4 Characteristics of and 

protection criteria for radars 

operating in the 

radiodetermination service in 

the frequency range 3 100-3 

700 MHz 

3100-3700 MHz 帯における無

線標定業務で運用するレーダ

ーの特性及び保護基準 

[勧告内容] 

3100-3700MHzの無線測位業

務で動作するレーダーの特性

及び保護基準に関して、 

・略語／用語の修正（削除） 

・ 検 討 中 の 項 目 中 RR No. 

5.433 についての記載を明確

化（固定衛星業務を保護する

ために可能な措置を講じなけ

ればならず、固定衛星業務に

対して調整要求をしてはなら

ない旨） 

・recommends に 4 項の追加 

・Annex1 Table1 に列の追加

WP5B 

N/A 

改訂 2022.3 

CACE/1020 
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及び他修正 

・Annex1 の修正により節の書

きぶりの修正 

等の改訂を行った。 

M.2092-1 Technical characteristics for a 

VHF data exchange system in 

the VHF maritime mobile band 

VHF 海上移動帯における VHF

データ交換システムの技術特

性 

[勧告内容] 

VHF デ ー タ 交 換 シ ス テ ム

（VDES）の技術特性に関し

て、 

・略語／用語の修正 

・ WRC-19 の 決 定 に よ り 、

VDES の様々な機能のための

チャネルの使用を記述するた

め に 修 正 さ れ た RR の

Appendix 18 を反映 

・現勧告の発行以降に実施し

た試験の結果の記載 

等の改訂を行った。 

WP5B 

N/A 

改訂 2022.3 

CACE/1020 

M.585-9 Assignment and use of 

identities in the maritime mobile 

service 

海上移動業務の識別の割当及

び使用 

[勧告内容] 

海上移動業務における識別

の採番と使用に関して、 

・略語／用語の修正 

・海上移動業務における ID の

割当と使用についての修正 

（ AIS 基 地 局 用 に 新 た な

00MID5XXX 形式の MMSI を

使 用 で き る こ と (Annex 1 

Section 1)、自律型海上無線

機器（AMRD）Group B 用に

979YYYYYY 形式の識別番号

を 使 用 す る こ と (Annex 2 

Section 2)） 

等の改訂を行った。 

WP5B 

N/A 

改訂 2022.5 

CACE/1025 

M.1849-3 Technical and operational 

aspects of ground-based 

meteorological radars 

地上ベース気象レーダーの技

術及び運用的側面 

[勧告内容] 

地上ベース気象レーダーの

技術及び運用的側面をまとめ

た勧告。本改訂では勧告の

本文自体の修正は行われて

おらず、Annex 1 における技

術及び運用的側面の詳細に

関する記述の更新と、Annex 

2 における個別の気象レーダ

ー（2700-3000MHz 帯におけ

る気象ドップラーレーダーや

5430-5470MHz 帯における気

象ドップラーレーダー等）の技

術特性の例の更新・追加が

行われた。 

 

WP5B 

N/A 

改訂 2023.2 

CACE/1052 

M.1732-3 Characteristics of systems 

operating in the amateur and 

amateur-satellite services for 

use in sharing studies 

アマチュア及びアマチュア衛星

[勧告内容] 

いくつかの箇所で意味合いの

明確化のためのテキストの変

更を行ったもの。また、他の

無線通信業務との間での共

WP5A 

48-6/5 

改訂 2023.2 

CACE/1052 
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の共用のためのシステム運用

特性 

用・両立性検討のための I/N

比を導入。特性に関する情報

は、多数の表の中で対応する

脚注と共にパラメータとして与

えられている。いくつかのパラ

メータは、アマチュア業務のア

プリに関する変更を反映する

ために改訂された。 

M.2010-2 Characteristics of a digital 

system, referred to as 

navigational data for 

broadcasting maritime safety 

and security related information 

from shore-to-ship in the 500 

kHz band 

500 kHz 帯で陸上から船舶へ

海上安全及び保安関連情報を

放送するための、航海データと

称するデジタルシステムの特性 

[勧告内容] 

500kHz 帯を使用するデジタ

ル 航 海 デ ー タ シ ス テ ム

（NAVDAT）の技術特性を定

めた勧告の改訂であり、主

に、各伝送モード及び帯域幅

における通信パラメータの整

理及び明確化がされた。 

さらに、海上安全情報（MSI）

のメッセージ表が追加され、

送信アンテナ設備検討のた

めのガイダンスも追加され

た。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023.2 

CACE/1052 

M.2135-1 Technical and operational 

characteristics of autonomous 

maritime radio devices 

operating in the frequency band 

156-162.05 MHz 

156-162.05 MHz 周波数帯で運

用する自律型海上無線機器の

技術・運用 特性 

[勧告内容] 

自 律 型 海 上 無 線 機 器

（AMRD）の技術特性を定めた

勧告の改訂であり、主に新

Annex 2 として Group A AMRD

の技術・運用特性や、Annex 

3（旧 Annex 2）に Group B 

AMRD の詳細な技術特性を

追加。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023.2 

CACE/1052 

M.2058-1 Characteristics of a digital 

system, referred to as 

navigational data for 

broadcasting maritime safety 

and security related information 

from shore-to-ship in the 

maritime HF frequency band 

海上 HF 周波数帯で陸上から

船舶へ海上安全及び保安関連

情報を放送するための、航海

データと称するデジタルシステ

ムの特性 

[勧告内容] 

HF 帯を使用するデジタル航

海データシステム（NAVDAT）

の技術特性を定めた勧告の

改訂であり、主に、各伝送モ

ード及び帯域幅における通信

パラメータの整理及び明確化

が行われた。 

さらに、海上安全情報（MSI）

のメッセージ表が追加され

た。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023.2 

CACE/1052 

F.1520-4 Radio-frequency arrangements 

for systems in the fixed service 

operating in the band 31.8-33.4 

GHz 

31.8-33.4 GHz 帯無線周波数配

置 

[勧告内容] 

31.8-33.4GHz で運用される固

定ワイヤレスシステムの無線

チャネルとブロック配置に関

する勧告。 

WP5C 

247/5 

改訂 2023.2 

CACE/1052 

M.1307 Automatic determination of 

location and guidance in the 

land mobile services 

陸上移動業務における自動測

位及び誘導 

[勧告内容] 

本勧告の情報は非常に古く

時代に合っていない（very old 

and out of date）ため削除提

案された。 

WP5A 

51/8 

削除 2023.2 

CACE/1052 
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M.1730-2 Characteristics of and 

protection criteria for the 

radiolocation service in the 

frequency band 15.4-17.3 GHz 

15.4-17.3GHz における無線標

定業務の特性及び保護基準 

[勧告内容] 

15.4-17.3GHz における無線

標定業務の下で運用されるレ

ーダーの技術特性や保護基

準をまとめた勧告。本改訂で

は、航空機に搭載され、捜

索、トラッキング及び地上マッ

ピング等のマルチ機能を持つ

System6 の技術特性の更新

が行われた。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023.2 

CACE/1054 

M.2121-0 Harmonization of frequency 

bands for Intelligent Transport 

Systems in the mobile service 

移動業務における高度道路交

通システムのための周波数帯

の調和 

[勧告内容] 

高度道路交通システム（ITS）

によって使用される調和周波

数帯に関する指針を提供し、

主管庁にITSアプリケーション

のための調和周波数帯を使

用するよう勧告するもの。 

WP5A 

205-

5/5 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.1075-0 Leaky feeder systems in the 

land mobile services 

陸上移動業務における漏洩フィ

ーダシステム 

[勧告内容] 

陸上移動業務における漏洩

フィーダシステムに関する内

容であるが、情報が古く不要

であるため削除するもの。 

WP5A 

36/8 

削除 2023 年 9 月の

SG5にて削除が

合意された。 

M.[RAD 92- 

100GHz] 

Technical and operational 

characteristics of radiolocation 

systems operating in the 

frequency range 92-100 GHz 

and radionavigation systems 

operating in the frequency 

range 95-100 GHz 

92-100 GHz 帯で運用される無

線測位システム及び 95-100 

GHz 帯で運用される無線航行

システムの技術・運用特性 

[勧告内容] 

90GHz 帯を利用する滑走路

異物検知レーダーと気象レー

ダーの運用特性に関する新

勧告。 

WP5B 

N/A 

新規 2023 年 9 月の

SG5にて新規勧

告案が採択され

た。 

M.1851-1 Mathematical models for 

radiodetermination radar 

systems antenna patterns for 

use in interference analyses 

干渉解析に用いる無線測位レ

ーダーシステムのアンテナパタ

ーンの数学モデル 

[勧告内容] 

干渉解析に用いる無線測位

レーダーおよび航空移動シス

テムのアンテナパターンの数

理モデルに関する勧告。 

無線標定業務用のレーダー

だけでなく、航空移動業務に

関わるアンテナパターンへの

適用もスコープに含め、技術

的なパラメータや計算式を追

加する改訂。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.493-15 Digital selective-calling system 

for use in the maritime mobile 

service 

海上移動業務で用いるデジタ

ル選択呼出装置（DSC） 

[勧告内容] 

MF 及び HF 帯海上移動業務

に 自 動 回 線 接 続 シ ス テ ム

（ACS）を導入するために、海

上移動業務で用いるデジタル

選択呼出装置（DSC）の技術

特性を改訂するもの。 

我が国が主体的に参加・寄与

して作成された。 

WP5B 

N/A 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 
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M.541-10 Operational procedures for the 

use of digital selective-calling 

equipment in the maritime 

mobile service 

海上移動業務で用いるデジタ

ル選択呼出装置の運用手順 

MF 及び HF 帯海上移動業務

に 自 動 回 線 接 続 シ ス テ ム

（ACS）を導入するために、海

上移動業務で用いるデジタル

選択呼出装置（DSC）の運用

手順を改訂するもの。 

我が国が主体的に参加・寄与

して作成された。 

WP5B 

N/A 

改訂 表 ５ － １ の 再

掲。 

2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。

RR に参照によ

る引用がなされ

て い る た め 、

RA-23 に 上 程

の上、承認に向

け た 審 議 が 行

われる。 

M.1171-0 Radiotelephony procedures in 

the maritime mobile service 

海上移動業務における一般呼

出のための無線電話手順 

海上移動業務における無線

電話の運用手順を改訂する

もの。 

WP5B 

N/A 

改訂 表 ５ － １ の 再

掲。 

2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。

RR に参照によ

る引用がなされ

て い る た め 、

RA-23 に 上 程

の上、承認に向

け た 審 議 が 行

われる。 

F.746-10 Radio-frequency arrangements 

for fixed service systems 

固定業務のためのチャネル配

列 

周波数帯におけるチャネル配

列をまとめた勧告。 

チャネル配列に関する他の勧

告の改訂内容の反映及び

ITU-R 勧告のフォーマットに

適合させた修正に関する改訂

を行うもの。 

WP5C 

247/5 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

F.1568-1 Radio-frequency block 

arrangements for fixed wireless 

access systems in the range 

10.15-10.3/10.5-10.65 GHz 

10.15-10.3 / 10.5-10.65GHz 帯

における固定無線アクセスシス

テムに対する周波数ブロックア

レンジメント 

10.15-10.3 / 10.5-10.65 GHz

帯におけるチャネル配列に関

する勧告。 

他勧告および RR 等の修正に

伴う改訂を行うもの。 

WP5C 

136/9、

229/9 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.[IMT.FRA

MEWORK 

FOR 2030 

AND 

BEYOND] 

Framework and overall 

objectives of the future 

development of IMT for 2030 

and beyond 

2030 年以降の IMT の将来開発

のフレームワーク及び全体目

標 

[勧告内容] 

2030 年以降の IMT の利用シ

ナリオや能力について言及す

る等、全体像を与えるもの。 

WP5D 

N/A 

新規 2023 年 9 月の

SG5にて新規勧

告案が採択され

た。 

M.[FSS_ES_I

MT_26/42/4

7GHz] 

Guidelines to assist 

administrations to mitigate in-

band interference from FSS 

earth stations operating in the 

frequency bands 24.65-25.25 

GHz, 27-27.5 GHz, 42.5-43.5 

GHz and 47.2-48.2 GHz into 

[勧告内容] 

24.65-25.25GHz 帯 、 27-

27.5GHz 帯、42.5-43.5GHz 帯

及び 47.2-48.2GHz 帯で運用

している固定衛星業務の地

球局から IMT 局へのインバン

ド干渉を緩和するために、主

WP5D 

N/A 

新規 2023 年 9 月の

SG5にて新規勧

告案が採択され

た。 
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IMT stations 

24.65-25.25 GHz 帯 、 27-27.5 

GHz 帯、42.5-43.5GHz 帯及び

47.2-48.2GHz帯で運用している

固定衛星業務の地球局から

IMT 局へのインバンド干渉緩和

のための主管庁支援用ガイドラ

イン 

管庁を支援する目的で策定さ

れたガイドラインとしての勧

告。 

M.[REC.MSS 

& IMT L-

BAND 

COMPATIBI

LITY] 

Technical and regulatory 

measures to provide 

compatibility between IMT and 

MSS, with respect to MSS 

operations in the frequency 

band 1 518-1 525 MHz for 

administrations wishing to 

implement IMT in the  

frequency band 1 492-

1 518 MHz 

1492-1518MHz 帯での IMT 展

開を希望する主管庁に対する

1518-1525MHz 帯での MSS 運

用に関する技術・規制上の対

策 

[勧告内容] 

決議 223 に基づき、1518-

1525MHz 帯で運用されている

移動衛星業務の衛星システ

ム、及び 1492-1518MHz 帯で

運用されている地上系 IMT シ

ステムの間での隣接バンド共

用可能性に関する技術・規制

上の対策についての勧告。 

WP4C/ 

WP5D 

N/A 

新規 2023 年 7 月の

SG4 及び 2023

年9月のSG5に

て 新 規 勧 告 案

が採択された。 

M.1036-6 Frequency arrangements for 

implementation of the 

terrestrial component 

of International Mobile 

Telecommunications (IMT) in 

the bands 

identified for IMT in the Radio 

Regulations (RR) 

RR で IMT に特定された周波数

帯での IMT 地上コンポーネント

実施のための周波数アレンジメ

ント 

[勧告内容] 

RR で IMT に特定された周波

数帯での IMT 地上コンポーネ

ント実施のための周波数アレ

ン ジ メ ン ト に 関 す る 勧 告 。

WRC-15 で IMT に特定された

帯域に関する情報の追加、前

文の簡素化、450-470MHz 帯

における周波数配置の数の

現状に合わせた削減を行うよ

う改訂するもの。 

WP5D 

229-

2/5 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.2012-5 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International Mobile 

Telecommunications-Advanced 

(IMT-Advanced) 

IMT-Advanced の地上無線詳

細インタフェース 

[勧告内容] 

地上系 IMT-Advanced の無線

インタフェースの詳細仕様に

関する勧告。各技術仕様の

更新を行うもので、具体的に

は LTE-Advanced SRIT の能

力向上の追加等を行うもの。 

WP5D 

N/A 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.2070-1 Generic unwanted emission 

characteristics of base stations 

using the terrestrial radio 

interfaces of IMT-Advanced 

IMT-Advanced の地上無線イン

タフェースを用いた基地局の不

要輻射特性 

[勧告内容] 

IMT-Advanced 地上無線イン

タフェースを用いた基地局の

一般的不要輻射（スプリア

ス、アウトオブバンド（OOB）

輻射）特性に関する勧告につ

いて、3GPP のリリース 11、12

を反映するよう 3GPP の資料

を組み込む改訂を行うもの。 

WP5D 

229-

3/5 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 

M.2071-1 Generic unwanted emission 

characteristics of mobile 

[勧告内容] 

IMT-Advanced 地上無線イン

WP5D 

229-

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案
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stations using 

the terrestrial radio interfaces 

of IMT-Advanced 

IMT-Advanced の地上無線イン

タフェースを用いた移動端末の

不要輻射特性 

タフェースを用いた移動局の

一般的不要輻射（スプリア

ス、アウトオブバンド（OOB）

輻射）特性に関する勧告につ

いて、3GPP のリリース 11、12

を反映するよう 3GPP の資料

を組み込む改訂を行うもの。 

3/5 が採択された。 

M.2150-1 Detailed specifications of the 

terrestrial radio interfaces of 

International Mobile 

Telecommunications-2020 

(IMT-2020) 

IMT-2020 の地上系無線インタ

フェースの詳細仕様 

[勧告内容] 

3GPP 5G-SRIT 、 3GPP 5G-

RIT 及び DECT 5G-SRIT の高

度化等を当該勧告に反映す

る改訂を行うもの。 

WP5D 

N/A 

改訂 2023 年 9 月の

SG5にて改訂案

が採択された。 
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第６章 RA への対処（SG６関連） 

 

１ 研究対象 

SG6 は、「放送業務」を研究対象としている。 

我が国からは、SG6 議長として、西田幸博氏（NHK）を選出している。次会期の SG６副

議長として、大出訓史氏(NHK)を推薦している。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される SG6 の勧告案はない。なお、2023 年９月の SG6 会合において合

意された勧告案の採択・承認手続き(PSAA)が行われている。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される決議案及びその評価一覧を表６－２に示す。提出される４件の決

議案に対しては、我が国として、支持する。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG6 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表６－３に示す。今会期、当初

36 件の研究課題があり、会期中に１件の新規研究課題の追加、４件の研究課題の改訂

が採択、５件の研究課題の削除が行われた。また、2023 年８月から９月の SG6 では、７

件の改訂及び２件の削除を実施（回章により承認手続き中。RA-23 後に完了予定。）。

RA-23 において承認が必要とされるものはない。次会期に継続される研究課題について

は、引き続き支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）研究課題 111-2/6 

放送システムにおけるエンドユーザの個人データの保護と活用のための技術的方法 

【概要】 

パーソナルデータの保護と活用の方法について研究する。 

 

（２）研究課題 133-2/6 

地上デジタル放送の高度化 

【概要】 

地上デジタル放送の高度化技術や導入方策について研究する。 

 

（３）研究課題 143-2/6 

番組制作および交換に関する放送のための高度没入型映像音響システム 

【概要】 
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高度没入型映像音響システムについて研究する。 

 

(４)研究課題 147/6 

エネルギーに配慮した放送システム 

【概要】 

現在そして将来の放送システムが環境やエネルギー消費に与える影響について研究

する。 

 

５ 参考事項 

SG6 会合は、2020 年２月、2020 年 10 月、2021 年３月、2021 年 10 月から 11 月、2022

年２月から３月、2022 年９月、2023 年３月に開催され、６件の新規勧告案、35 件の改訂

勧告案及び９件の勧告廃止案が採択・承認手続きに付され、承認された。また、2023 年

８月から９月に開催された SG6 会合では、１件の新規勧告案、８件の改訂勧告案及び 39

件の勧告廃止案が採択・承認手続きに付され、承認手続き中である。今会期中に承認済

み又は現在採択・承認手続き中の勧告リストを表６－４に示す。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）地上デジタル放送の高度化 

新たなデジタル地上放送システムや技術・アプリケーションを導入するにあたっての要

求条件及び新方式への移行シナリオと方法をガイダンスとして示す勧告が策定された。

これに日本からも寄与した。 

携帯端末向けのマルチメディア放送システムを規定する勧告に、5G 放送システム

（LTE ベース及び NR MBS）が追記された。 

世界各国での UHDTV 地上放送の野外実験がレポート（BT.2343）にまとめられており、

日本からは、総務省技術試験事務で東京・名古屋・大阪・福岡にて実施した総合接続試

験の結果を入力し、反映された。 

 

（２）高度没入型映像音響システム 

利用者が映像空間内を自由に移動し、好きな方向の映像を楽しむことができるイマー

シブメディアのハイレベルシステムアーキテクチャを規定する新勧告（BT.2154）が日本の

提案に基づいて策定された 

先進的没入・体感メディアシステムの課題、ユースケース、試作事例、標準化動向等

がレポート（BT.2420）にまとめられており、日本から、日本の放送局における没入型コン

テンツや AR/VR コンテンツ制作、ボリュメトリック映像撮影、音場合成や３次元映像表示

に関する取り組みを報告し、反映された。 

 

（３）放送の将来ビジョン 
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RA-19 での ITU-R 決議 70 及び 71 の策定を受けて、放送の将来のビジョンの検討が

進められ、２つのレポート「放送の将来の枠組み」及び「将来の放送制作の枠組み」が作

成された。 

  



58 

表６－１ RA-23 に提出される勧告案の評価 

（なし） 

 

 

表６－２ RA-23 に提出される決議案 

決議 

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

59-2 地 上 ニ ュ ー ス 収 集 シ ス テ ム

(ENG)の使用の世界的／地域

的調和のための周波数帯／同

調範囲の利用可能性及び条件

に関する研究 

ENG 周波数の世界的／地域的調和

に関するもの。 

記載内容を明確化する改訂案。 

改訂 支持  

60-2 ICT/無線通信技術とシステム

の利用による、環境保護と気

候変動緩和のためのエネルギ

ー消費削減 

エネルギー消費削減に資する運用方

法やシステム開発に関するもの。 

参照決議改訂の反映や SG6 の成果

物への参照を追記する改訂案。 

改訂 支持  

70 将来の放送の進展のための基

本的考え方 

放送の進展のための研究方針に関

するもの。 

SG6 の成果物への参照を追記する改

訂案。 

改訂 支持  

71 テレビ・音声・マルチメディア放

送の進展における無線通信セ

クターの役割 

放送の進展のための他セクターと連

携した研究開発方針に関するもの。 

ITU-R 決議 70 への参照を追記する

改訂案。 

改訂 支持  

 

 

表６－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

12-3/6 番組制作、素材伝送、

一次及び二次伝送、送

出並びに関連の応用

のためのデジタル映像

信号の汎用的なビット

レート削減符号化 

[概要] 

デジタル映像信号の汎用的なビットレ

ート圧縮について研究する。

considering から LSDI 及び 3DTV を削

除し、decides の研究対象を明確化す

るよう改訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

19-1/6 低ビットレート音声符号

化規格 

[概要] 

放送に使用する低ビットレート音声符号

化方式について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  
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30/6 VHF、UHF 用送受信ア

ンテナ 

[概要] 

VHF、UHF 用送信及び受信アンテナに

ついて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

32-1/6 有線通信、産業・科学・

医療用機器、短距離通

信デバイスからの干渉

に対する放送システム

の保護要求条件 

[概要] 

ISM 機器及び短距離通信デバイスから

発生するノイズから放送システムを保

護するための要求条件について研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

34-3/6 プロフェッショナルテレ

ビジョン環境における

音声、映像、データ、メ

タデータ交換用ファイ

ルフォーマットとトラン

スポート 

[概要] 

番組制作で用いるファイルフォーマット

について研究する。considering に

cloud storage を追記するよう改訂す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

44-4/6 デジタルテレビジョン映

像の客観画像評価パ

ラメータとその測定及

びモニター方法 

[概要] 

デジタルテレビジョン映像の客観品質

評価パラメータとその測定及びモニター

方法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

45-6/6 マルチメディア及びデ

ータアプリケーション放

送 

[概要] 

マルチメディア及びデータアプリケーシ

ョン放送について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

49-1/6 限定受信放送システム [概要] 

限定受信放送システムにおける伝送方

法及びアクセス制御等について研究す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

56-4/6 車載、携帯又は固定受

信向けの地上デジタル

音声・マルチメディア放

送方式の特性 

[概要] 

車載、携帯又は固定受信向けの地上

デジタル音声/マルチメディア放送方式

の特性を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

65/6 音声放送のためのスペ

クトル要求条件 

[概要] 

地上音声放送や既存及び将来の業務

を考慮したデジタル放送に求められる

スペクトル要求条件について研究す

る。他の研究課題に包含されることによ

り削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

削除 - 2020.4 

CACE/9

47 

69-1/6 反射波がある場合の

満足すべきテレビジョ

ンサービスの条件 

[概要] 

テレビジョン受信機が満足すべき直接

波と遅延波の比について研究する。関

(削除) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2
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連性が高い地上デジタル放送のプラン

ニングに関する研究課題 132-6/6 に統

合し、本研究課題は削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

6 まで承

認手続き

中 

102-5/6 音声・映像品質の主観

評価法 

[概要] 

音声及び映像品質の主観的評価法に

ついて研究する。考慮事項に、先進的

音響システムは番組制作者が設定した

範囲内でユーザーが音声を調整でき、

ユーザーは好みに合わせて音響パラメ

ータを調整できることを追記。また、研

究項目に、主観評価法のアプリケーシ

ョンとして、ユーザーインタラクションが

ある場合とない場合における音声表現

を追記し、研究完了目標年を 2027 年

に変更する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

改訂 - 2023.5 

CACE/1

062 

105/6 テレビジョン放送のス

ペクトラム要求条件 

[概要] 

デジタル放送への移行期間、及び移行

完了後における地上放送用スペクトラ

ムに関する要求事項について研究す

る。他の研究課題に包含されることによ

り削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

削除 - 2020.4 

CACE/9

47 

109-1/6 放送および配信網の知

覚的視聴覚品質の運

用中監視 

[概要] 

運用中の知覚的視聴覚品質について

監視する最適な方法と技術を研究す

る。研究項目に、知覚的視聴覚品質の

データ交換に求められる共通の記述

子、番組関連データやメタデータのフォ

ーマット、情報交換の仕組みの検討を

追記し、研究完了目標年を 2027 年に

変更する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

改訂 - 2023.5 

CACE/1

062 

111-1/6 インタラクティブ放送シ

ステム（テレビ、音声及

びデータ）におけるエン

ドユーザのプライバシ

ー保護のための技術

的方法 

[概要] 

放送における匿名視聴や個人データの

保護を確実にするための技術的方法を

研究する。個人データを保護しつつ活

用する方法も研究するよう改訂し、研究

課題名を「放送システムにおけるエンド

ユーザの個人データの保護と活用のた

めの技術的方法」とするよう改訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

114/6 周波数プラニングに必

要なテレビ受信機と受

信アンテナ特性 

[概要] 

テレビジョンの周波数プランニングの検

討に資するための、テレビ受信機及び

アンテナ特性等について研究する。他

の研究課題に包含されることにより削

削除 - 2020.4 

CACE/9

47 
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除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

118-1/6 放送による公衆警報お

よび災害救援 

[概要] 

災害救援無線通信における地上放送

業務及び衛星放送業務の役割等につ

いて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

120/6 第２地域におけるデジ

タル音声放送 

[概要] 

デジタル音声放送を導入するための技

術的条件を研究する。第 2 地域に限定

せず、全地域の 174MHz 以下の周波数

帯を対象とし、研究課題名を「174MHz

以下のデジタル音声放送」とするよう改

訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

124/6 デジタル放送のプラン

ニング手順の検証と確

認のための測定方法 

[概要] 

デジタルテレビジョン放送と音声放送の

プランニング手続における検証と確認

のための測定方法について研究する。

他の研究課題に包含されることにより

削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

削除 - 2020.4 

CACE/9

47 

126-1/6 TV 番組素材をいろい

ろな画質レベルやサイ

ズでの放送応用に適

用させるための望まし

い運用方法 

[概要] 

番組素材を様々な画質レベルやサイズ

に変換して放送する際の望ましい運用

方法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

129/6 VHF での地上 FM 音声

放送伝送における音声

信号処理とコンプレッ

ション技術の影響 

[概要] 

音声信号処理やコンプレッションが平均

送信電力やプラニングに与える影響を

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

130-3 

/6 

放送用の音声及びテレ

ビ番組の制作、後処

理、国際番組交換用デ

ジタルインタフェース 

[概要] 

テレビ番組の制作、後処理、国際番組

交換用デジタルインタフェースについて

研究する。研究課題 137-1/6 の IP イ

ンタフェースに関する研究を本研究課

題に包含するよう改訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

131-1/6 マルチメディア放送に

おける共通コアデータ

フォーマット 

[概要] 

マルチメディア放送のコアデータフォー

マットについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

132-6/6 地上デジタル放送のプ

ランニング 

[概要] 

地上デジタル放送のプランニングを研

改訂 

 

支持 2021.6 

CACE/9
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究する。研究対象をテレビジョンに限定

しないよう修正し、さらに、研究課題

69-1/6 の反射波による影響の研究を

本研究課題に含めるよう改訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

 

 

(改訂) 

85 

 

CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き 

133-2/6 地上デジタル放送の高

度化 

[概要] 

地上デジタル放送高度化システムの仕

様や新システムへの移行方法について

研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

135-2/6 附属画像を伴う/伴わ

ないデジタル音響シス

テムのためのシステム

パラメータ 

[概要] 

デジタル音響システムのシステムパラメ

ータについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

136-2/6 全世界的な放送ローミ

ング 

[概要] 

全世界的な放送ローミングについて研

究する。SDGs を考慮した受信機の研

究を追記するよう改訂する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(改訂) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

137-1/6 放送番組伝送用インタ

ーネットプロトコル（IP）

インタフェース 

[概要] 

IP インタフェースに関する研究は研究

課題 130-4/6 に包含されるため、本研

究課題を削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

(削除) 支持 CACE/1

077 

2023.11.2

6 まで承

認手続き

中 

138/6 ラウドネス準拠の識別

方法 

[概要] 

ラウドネス準拠を確認する手法を広く利

用可能にするため研究する。他の研究

課題に統合されることにより削除する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

削除 - 2020.4 

CACE/9

47 

139-2/6 先進的音響フォーマッ

トのレンダリング手法 

[概要] 

先進的音響フォーマットのレンダリング

手法について研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

140-1/6 放送サービスのための

グローバルプラットフォ

ーム 

[概要] 

放送コンテンツを種々のユーザデバイ

スに向けて種々の伝送媒体を活用して

配信するプラットフォームについて研究

する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

142-3/6 放送用高ダイナミックレ

ンジテレビ 

[概要] 

高ダイナミックレンジテレビ(HDR-TV)の

番組制作方法や、視聴者に不快感を与

えない明るさ測定基準について研究す

る。 

継続 -  
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[評価] 

特段の問題はない。 

143-2/6 番組制作および交換に

関する放送のための高

度没入型映像音響シ

ステム 

[概要] 

高度没入型映像音響システムについて

研究する。音響・映像に限らない臨場

感・体感を向上させる要素として触覚技

術の研究を追記し、システム名称を”

advanced immersive sensory media 

systems”に変更するととも

に”immersive”の定義を脚注に追記す

る。 

[評価] 

特段の問題はない。 

改訂 - 2020.12 

CACE/9

70 

144/6 放送における AI の活

用 

[概要] 

放送の番組制作、品質評価、アセンブ

リ、伝送における AI 技術の活用につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

145/6 障がい者の放送および

関係メディアへのアク

セス性を高めるシステ

ム 

[概要] 

字幕、手話、解説音声、クリーン音声、

触覚情報、理解補助技術など放送メデ

ィア及び関連サービスの配信に適した

障がい者向けサービスに使用されるシ

ステムについて研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

146/6 地上放送のスペクトラ

ム要求 

[概要] 

地上放送用周波数の所要帯域や保護

要件を研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 -  

147/6 エネルギーに配慮した

放送システム 

[概要] 

現在そして将来の放送システムが環境

やエネルギー消費に与える影響につい

て研究する。 

[評価] 

特段の問題はない。 

新規 - 2022.5 

CACE/1

027 

 

 

表６－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連 WP

／課題

番号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

BT.500-15 テレビジョン映像品質

の主観評価法 

スクリーニング方法を「尖度

に基づく方法」と「相関に基

づく方法」として１か所にまと

め、新たなスクリーニング方

法「厳しい試験条件下での

平均スコアと信頼区間の算

出方法」を追記。 

WP6C 改訂 2023.5 

CACE/1061 
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BS.643-4 パイロットト ーン方式

FM ラジオ受信機の自

動選局や他のアプリケ

ーションのためのラジオ

データシステム 

RDS フォーラムと IEC TC 

100-TA 1 による RDS 標準

規格の現状に準じて内容を

更新。 

WP6A 改訂 2022.12 

CACE/1047 

BT.710-4 高精細テレビのための

主観画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BS.775-4 映像有及び無のマルチ

チャンネルステレオ音

声システム 

低域通過フィルタを用いると

きの LFE チャンネルの運用

指針、及び放送チェーンに

おける低域通過フィルタの使

用箇所やフィルタ特性を追

記。 

WP6C 改訂 2022.12 

CACE/1047 

BT.812-0 文字多重放送における

英数字や図形の画質

の主観評価 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BS.1114-12 30-3000MHz の周波数

帯を使った車載、ポー

タブル、固定受信機に

向けた 地上デジタル

音声放送システム 

ロシアで行われた実験結果

に基づき、デジタルシステム

G: DRM の FM からの干渉に

対する混信保護基準を変

更。 

WP6A 改訂 2022.1 

CACE/1013 

BT.1119-2 放送のためのワイドス

クリーンのシグナリング 

アナログ放送のワイドスクリ

ーン対応を考慮する必要が

無くなったため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1125-0 デジタル地上放送シス

テムのプランニングと実

施の基本目標 

所期の目的を達成し代替と

なる勧告が存在するため削

除。 

WP6A (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1129-2 標準精細度テレビのた

めの主観画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BT.1198-0 R/L チャンネルによる

二眼立体テレビ 

二眼立体テレビは陳腐化し

たため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1199-1 HDTV スタジオ環境に

おけるビットレートの削

減 

HDTV スタジオ環境における

ビットレート削減は一般化し

たため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1203-3 エンドツーエンドのテレ

ビシステムにおけるデ

ジタルテレビ信号の映

像ビットレート削減符号

化のユーザー要求条件 

HDR-TV の映像フォーマット

や、番組制作・交換に HEVC

を用いる場合のプロファイ

ル、ティア、レベル、ビットレ

ートの情報を追記。 

WP6B 改訂 2022.1 

CACE/1013 

BS.1285-1 音響システムにおける

小さな劣化の主観評価

のための事前選定法 

廃止された勧告への参照を

削除し、Scope と Keywords

を追記。 

WP6C 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BT.1299-1 デジタル地上テレビ放

送の世界共通システム

の基本要素 

所期の目的を達成したため

削除。 

WP6A (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 
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BT.1306-8 地上デジタル地上テレ

ビジョン放送の誤り訂

正 、 デ ー タ フ レ ー ミ ン

グ、変調及び電波発射

方法 

勧告 BT.1306-7 に記載され

ていた DTMB-A を第 2 世代

の勧告 BT.1877-2 に記載し

たことに伴い、DTMB-A の記

載を削除。 

WP6A 改訂 2020.4 

CACE/948 

BS.1352-4 IT メディアにおけるメタ

データ付き音声番組素

材交換のためのファイ

ル形式 

本勧告の適用範囲が 4G バ

イト以下のオーディオデータ

であることを明確化。 

WP6B 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BT.1382-0 マルプログラムの主観

画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BS.1387-2 知覚的音声品質の客

観測定方法 

廃止された勧告への参照削

除や参照先の変更、Scope

と Keywords の追記など。 

WP6C 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BS.1423-1 サラウンドマトリックス

技術を用いたマルチチ

ャンネル音声トラックの

制作ガイドライン 

廃止された勧告への参照を

削除し、Scope と Keywords

を追記。 

WP6C 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BT.1435-0 PSTN/ISDN を介したデ

ジタル音声及びテレビ

放送のインタラクション

チャンネル 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1439-1 アナログ TV スタジオ及

びアナログテレビシステ

ム全体に適用可能な測

定法 

アナログテレビに関する測

定法は不要となったため削

除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1507-0 デジタルコードレス通信

（DECT）を用いたインタ

ラクションチャンネル 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1508-0 全世界移動通信システ

ム（GSM）を用いたイン

タラクションチャンネル 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1549-0 インタラクションチャン

ネルのためのデータリ

ンクプロトコル 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1562-0 プロダクションルームと

コントロールルームの

ディスプレイ調整の整

合性 

内容が広く常識的になった

ため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1564-0 LMDS を用いたインタラ

クションチャンネル 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 
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BT.1577-0 ネットワーク化されたテ

レビジョン制作における

圧縮テレビジョン信号

の 、 勧 告 ITU-R 

BT.1120 に基づく SDI ベ

ースの伝送インターフェ

ース 

ビットレート削減の使用は一

般化した一方で本勧告が使

用されることはなくなったた

め削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1596-0 放送音声制作のための

ITU-R 勧告のガイド 

一般的に知られている内容

となったため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1615-2 

 

30MHz 以下のデジタル

音声放送システムのプ

ランニングパラメータ 

デジタル音声放送方式の一

つであるDRMの受信機感度

と最小所要電界強度を実際

の受信機性能に合わせて更

新する改訂。 

WP6A 改訂 

 

 

(改訂) 

2021.1 

CACE/969 

 

CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1660-9 VHF 帯における地上デ

ジタル音声放送のプラ

ンニングのための技術

基準 

勧告 ITU-R P.2109-1「建物

侵入損失の予測」の最新版

に基づいて建物侵入損失値

を更新し、これに基づいて

DAB と DRM の最小電界強

度や混信保護比の値を更新

するほか、DAB の帯域外輻

射マスクの変更、熱雑音の

計算に用いられるボルツマ

ン定数の単位を国際単位系

に合わせて Ws/K から J/K

とする。 

WP6A 改訂 2022.12 

CACE/1047 

BS.1661-0 30MHz 以下の放送帯

域におけるデジタル音

声放送のための勧告

ITU-R BS.1514 の

Annex1 に記載されたデ

ジ タ ル シ ス テ ム の

'Signal-on-the-air'仕様 

廃止された IEC 及び ETSI

の規格を参照しており、他の

勧告・レポートに規定がある

ため削除。 

WP6A (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1663-0 専門家の視聴による大

画面デジタルイメージ

シアターシステムの品

質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BT.1664-0 LSDI における様々なア

スペクト比の表示 

LSDI に特化した規定は必要

ないため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1665-0 LSDI ディスプレイの色

および空間解像度 

LSDI に特化した規定は必要

なく、他の勧告に包含される

ため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1667-0 勧告 ITU-R BT.1306 に

基づく VHF/UHF 放送

帯で運用される双方向

放送サービスの地上リ

ブロードバンド普及に伴い陳

腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 
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ターンチャネル 

BT.1680-1 LSDI 配信用ベースバン

ド映像フォーマット 

LSDI に特化した規定は必要

なく、他の勧告に包含される

ため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1687-1 劇場環境での上映を目

的とした LSDI 応用にお

ける配信のためのビッ

トレート削減 

LSDI に特化した規定は必要

なく、他の勧告に包含される

ため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1688-0 LSDI の配信インタフェ

ースにおけるベースバ

ンド音響システムと音

声符号化方式 

LSDI に特化した規定は必要

なく、他の勧告に包含される

ため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1689-0 勧告 BT.601 に準拠す

る映像フォーマットで提

供される番組のLSDI環

境での表示のガイドラ

イン 

LSDI に特化した仕様は必要

ないため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1690-0 劇場環境の会場の特

性 

内容が広く常識的になって

いるため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1692-1 デジタルテレビジョンの

色再現品質の最適化 

所期の目的は他の方法によ

って達成されているため削

除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS/BT.1698-

1 

非電離放射線へのばく

露を評価するための、

任意の周波数帯域で運

用される地上放送送信

システムからの電磁界

評価 

電磁界の人体への影響を評

価するための方法を、国際

非電離放射線防護委員会

(ICNIRP)が定める最新の基

準に整合。 

WP6A 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BT.1702-2 テレビによる光感受性

発作の軽減のためのガ

イダンス 

潜在的に危険性のあるパタ

ーン映像の明確化とガイダ

ンスを追加する改訂。 

WP6C (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1721-0 劇場上映する LSDI 応

用の知覚画質の客観

的測定法 

LSDI に特化した規定は必要

なく、他の勧告に包含される

ため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1727-0 大画面デジタル映像会

場への番組素材の地

上・衛星配信 

LSDI に特化した規定は必要

なく、一般化しているため削

除。 

WP6A (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1728-1 テレビジョン制作および

ポストプロダクションに

おける平面ディスプレイ

の使用に関するガイド

ライン 

平面ディスプレイの使用が

一般化しているため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1734-0 劇場環境で提示する

LSDI 応用の音声コンポ

ーネントの基本性能要

求条件 

LSDI 用音響システムに特化

した性能要件は規定されて

おらず、他の勧告に包含さ

れるため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 
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BT.1737-0 HDTV 番組伝送のため

の ITU-T 勧告 H.264

（ MPEG-4/AVC ） の 映

像符号化の使用 

新たな映像符号化規格が出

現したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.1770-4 音声番組ラウドネスと

真ピーク音声レベルの

測定アルゴリズム 

オブジェクトベース音響用の

ラウドネス測定アルゴリズム

を追加。チャンネルベース音

響用のアルゴリズムの方向

別重み係数に音響システムI

と J を追加。 

WP6C (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1775-0 放送用のメタデータ、音

声、映像、データエッセ

ンス及びアンシラリデー

タを交換するための編

集可能ファイルフォーマ

ット 

参照している MXF に関する

SMPTE 規格を最新版に更

新する改訂。 

WP6B (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1788-0 マルチメディアアプリケ

ーションにおける主観

画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BT.1789-0 パケット化された映像

伝送における、受信機

からの伝送誤り情報を

用いた映像再構築法 

長期にわたって実装実績が

無いため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1790-1 放送チェーンの運用中

モニタリングの要求 

放送チェーンにおける品質

モニタリングの運用手順や

要求条件を追記・明確化。 

WP6C 改訂 2022.5 

CACE/1029 

BT.1832-0 Digital Video 

Broadcast-Return 

Channel 

Terrestrial(DVB-RCT)

導入シナリオと計画上

の考慮事項 

ブロードバンドの普及に伴い

陳腐化したため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1833-4 

 

BT.1833-5 

携帯受信機による移動

受信向けのマルチメデ

ィアおよびデータアプリ

ケーションの放送 

マルチメディアシステム L

（LTE ベース 5G 地上放送シ

ステム）及びマルチメディア

システム S（ATSC3.0）の参

照規格と概要を追記し、マル

チメディアシステム N（5G NR 

MBS 放送システム）を追記。 

WP6B 改訂 

 

改訂 

2022.12 

CACE/1047 

2023.5 

CACE/1061 

BS.1864-0 デジタルテレビ番組の

国際番組交換における

ラウドネスの運用 

オブジェクトベース音響用の

ラウドネス測定法と不整合な

「all audio channels」という用

語を削除する改訂。 

WP6C (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.1871-3 ワイヤレスマイク、イン

イヤーモニタ、無線マル

チチャンネル音声シス

テムの要求条件 

インイヤ ーモニタ（ In-EAR 

Monitoring devices ） お よ び

無線マルチチャンネル音声

シ ス テ ム （ Wireless Multi-

Channel Audio System）の情

報を追記し、日本とドイツの

ワイヤレスマイクの周波数・

ライセンス情報を更新。 

WP6A 改訂 2022.1 

CACE/1013 

BS.1873-1 放送スタジオのための

シリアルマルチチャンネ

先進的音響システムに関係

す る 勧 告 へ の 参 照 及 び

WP6B 改訂 2023.5 

CACE/1061 
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ル音声デジタルインタフ

ェース 

Keywords を追記。 

BT.1877-3 第２世代の地上デジタ

ルテレビジョン放送の

誤り訂正、データフレー

ミング、変調及び電波

発射方法 

第２世代地上デジタルテレビ

ジョン放送システムの選択ガ

イドラインを日本寄書に基づ

き変更。 

WP6A 改訂 2021.1 

CACE/969 

BS.1909-0 映像有・無の先進的マ

ルチチャンネル音 

響システムの性能要求

条件 

音響システムの性能要件は

映像フォーマットではなく映

像表示サイズ（視角）に依存

することを明確化する改訂。 

WP6C (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2000-0 映像情報システムアプ

リケーションおける大画

面デジタル画像の勧告

活用 

映像情報システムに特化し

た勧告は必要なく、他の勧

告に包含されるため削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2016-2 

 

BT.2016-3 

VHF/UHF 帯域内にお

ける携帯受信機による

移動受信のためのマル

チメディア放送の誤り訂

正、フレーム化、変調

方式、電波発射方式 

勧告BT.2016-1に、ロシアの

地上デジタル音声、マルチメ

ディア方式である RAVIS を、

Multimedia System R として

追加し、ATSC3.0（システム

S）、ETSI 規格に基づく LTE

ベース 5G 地上放送システム

（システム L）、5G NR MBS

（システム N）を追加。 

WP6A 改訂 

 

改訂 

2021.1 

CACE/969 

2022.12 

CACE/1047 

BS.2019-0 放送のための 3DTV 番

組の制作と国際交換の

ための音響システム 

3DTV に特化した音響システ

ムは必要なく、他の勧告に

包含されるため削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2021-1 二眼立体の 3DTV シス

テムの主観画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BT.2022-0 SDTV 及び HDTV の主

観画質評価のための平

面ディスプレイにおける

一般的観視条件 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BT.2024-0 放送のための 3DTV 番

組の制作及び国際番

組交換のための HDTV

デジタル映像システム 

3DTV は陳腐化したため削

除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2025-0 放送のための3DTV 番

組の制作及び国際番

組交換のための 720/P

デジタル映像システム 

3DTV は陳腐化したため削

除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2026-0 SDTV および HDTV 番

組の配信チェーンにお

ける運用中の“知覚的

透明性”の測定および

監視を行うためのシス

テム導入に関するガイ

ドライン 

内容が陳腐化し、他の勧告

に新しい内容があるため削

除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2027-0 HDTV 3DTV 番組の制

作および国際番組交換

のためのシリアルデジ

HDTV 3DTV は陳腐化したた

め削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承
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タルインタフェース 認手続き中 

BT.2033-2 VHF/UHF 帯における

第２世代地上デジタル

放送システムの混信保

護比を含むプランニン

グ基準 

混信保護比や最小電界強

度 の 回 線 設 計 な ど の

ATSC3.0 のプランニング基

準を追記。 

WP6A 改訂 2022.1 

CACE/1013 

BT.2036-4 

 

BT.2036-5 

地上デジタルテレビジョ

ンシステムの周波数プ

ランニング用基準受信

システム特性 

第一世代及び第二世代地上

デジタルテレビジョンシステ

ムのプランニング用の基準

受信システム特性を規定し

た勧告に、ATSC3.0 の受信

シ ス テ ム 特 性 を 追 記 し 、

DTMB の基準受信システム

特性を追記。 

WP6A 改訂 

 

改訂 

2021.6 

CACE/984 

2023.5 

CACE/1061 

BT.2038-0 HDTV 品質の 3DTV 放

送番組の国際番組交

換のための伝送方式 

HDTV 3DTV は陳腐化したた

め削除。 

WP6B (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2050-0 高品質 HDTV 番組の撮

影、編集、完プロ、アー

カイブにおける UHDTV

映像システムの使用 

UHDTV 映像の HDTV での

使用は一般化しているため

削除。 

WP6C (削除) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BS.2051-3 番組制作のための先進

的音響システム 

先進的音響システムの LFE

の仕様を明確化。 

WP6C 改訂 2022.5 

CACE/1029 

BT.2073-1 

 

BT.2073-2 

UHDTV や HDTV 放送

のための HEVC の使用 

UHDTV や HDTV 放送のた

めの HEVC 規格の使用に関

する BT2073 の適用対象に

HDRTV に関する項目を追加

し、番組制作・交換用途およ

び素材伝送・一次分配・ENG

用途それぞれの場合のレベ

ル、プロファイル、ティア、所

要ビットレートの情報を追

記。 

WP6B 改訂 

 

改訂 

2021.1 

CACE/969 

2022.1 

CACE/1013 

BT.2074-1 MMT を用いる放送シス

テムにおけるサービス

構成、メディアトランス

ポート、および制御情

報 

MMT の 拡 張 仕 様 で あ る

Smart Media Transport 

(SMT)に関する規定を追加

する改訂。 

WP6B (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2075-3 

 

BT.2075-4 

 

BT.2075-5 

放送通信連携システム 放送通信連携システムの勧

告 BT.2075 に、ハイブリッド

キャストにおける連携端末

から受信機の戦局・アプリ起

動を行う方式、IBB システム

間のアプリケーションの機能

比較、放送非依存マネージ

メントアプリケーションを追

記。 

WP6B 改訂 

 

改訂 

 

改訂 

2021.1 

CACE/969 

2022.1 

CACE/1013 

2023.5 

CACE/1061 

BT.2077-3 UHDTV 信号用リアルタ

イムシリアルデジタルイ

ンタフェース 

UHDTV のためのリアルタイ

ムシリアルデジタルインタフ

ェースの勧告 BT.2077-2 に

広帯域光インタフェースを定

義する Part4 を追加し、４方

WP6B 改訂 2021.6 

CACE/984 
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式の比較表を更新。 

BT.2095-1 専門家による視聴プロ

トコル(EVP)を用いる主

観画質評価法 

勧告 BT.500-14 の発行に伴

い、BT.500 に包含されること

による削除。 

WP6C 削除 2020.4 

CACE/948 

BS.2107-1 短波帯における緊急放

送のための国際災害救

援（IRDR）用周波数の

利用 

災害時に使用する短波帯の

国際災害救援（IRDR）用周

波数の利用可能時間の修

正及びそれに付随する文書

を修正。 

WP6A 改訂 2022.12 

CACE/1047 

BT.2111-2 HDR-TV システム用カ

ラーバーテストパターン

の仕様 

勧告 BT.2111 に規定される

HDR テストパターンを SDR

に変換した際の運用課題に

ついて、番組制作者に誤解

を与えないよう情報を追加。 

WP6C 改訂 2021.1 

CACE/969 

BS.2125-1 音響定義モデルのシリ

アル形式 

音響メタデータのフレームと

番組開始時刻を関連付ける

仕様などを明確化。 

WP6B 改訂 2022.5 

CACE/1029 

BS.2126-1 映像を伴う音響システ

ムの主観評価法 

廃止された勧告への参照削

除や参照先の変更、映像シ

ステムに応じた設計視距離

表の更新など。 

WP6C 改訂 2023.5 

CACE/1061 

BS.2127-0 先進的音響システムの

音響定義モデルレンダ

ラー 

他の勧告の規定に合わせ

て、LFE チャンネルとみなさ

れる音声信号の上限周波数

を 200Hz から 120Hz に変更

する改訂。 

WP6C (改訂) CACE/1076 

2023.11.22

まで採択・承

認手続き中 

BT.2136-0 モンテカルロシミュレー

ションを用いた地上デ

ジタルテレビジョン放送

への干渉評価 

モンテカルロシミュレーション

を用いた地上デジタルテレビ

ジョン放送への干渉評価法

と、シミュレーション条件を既

定。 

WP6A 新規 2021.1 

CACE/969 

BT.2137-0 番組制作のための IP イ

ンタフェースに適用可

能な技術 

放送局及びシステムインテ

グレータを対象とした番組制

作のための IP インタフェース

に適用可能な技術の選択ガ

イダンスを提供。 

WP6B 新規 2021.1 

CACE/969 

BS.2143-0 番組制作と交換のため

のデジタル音声インタフ

ェースによる非 PCM 音

声信号とデータの伝送

方法 

番組制作や番組交換のため

の AES3 デジタル音声インタ

フェースによる非 PCM 音声

信号や S-ADM などのデータ

の伝送方式を規定。 

WP6B 新規 2022.1 

CACE/1013 

BT.2144-0 放送サービスへの新た

な DTTB システム、技

術、アプリケーション導

入のためのガイダンス 

地上デジタル放送サービス

への新たなシステム、技術

およびアプリケーションを導

入するための考慮事項や方

法などの指針を提供。 

WP6A 新規 2022.5 

CACE/1029 

BT.2153-0 非ライブテレビ番組の

国際交換のためのコン

ポーネント化コンテンツ

の利用 

放送における非ライブコンテ

ンツの交換フォーマットとし

てコンポーネント化したコン

テンツの使用を推奨し、その

ガイドラインを示す。 

WP6B 新規 2022.12 

CACE/1047 
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BT.2154-0 様々な端末で表示する

イマーシブ映像のため

のシステムアーキテク

チャ 

利用者が映像空間内を自由

に移動し、好きな方向の映

像を楽しむことができるイマ

ーシブメディアを、さまざまな

端末で利用するためのハイ

レベルシステムアーキテクチ

ャを規定。 

WP6B 新規 2022.12 

CACE/1047 

BT.[MIL] HDR-TV の明るさの評

価のための客観測定ア

ルゴリズム 

HDR-TV の明るさの一貫性

を保つ指標の必要性から、

HDR 映像の知覚的明るさを

測定するアルゴリズムを規

定。 

WP6C (新規) CACE/1076 

2023.11.22 

まで採択・承

認手続き中 
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第７章 RA への対処（SG７関連） 

 

１ 研究対象 

SG7 は、「科学業務」を研究対象としている。 

 

２ RA-23 に提出される勧告案 

RA-23 に提出される SG7 の勧告案は現時点においてはない。 

 

３ RA-23 に提出される決議案 

RA-23 に提出される決議案及びその評価一覧を表７－２に示す。提出される１件の決

議案に対しては、我が国として支持する。 

 

４ 研究課題の見直し 

SG7 における次会期の研究課題及びその評価一覧を表７－３に示す。今会期は当初

34 件の研究課題があり、会期中に３件の新規研究課題の追加を実施。また、2023 年 10

月の SG7 では、２件の改訂及び４件の削除が合意され、いずれも郵便投票にかけられる

こととなった（RA-23 に上程される研究課題案はない。回章により RA-23 以降に完了予

定。）。RA-23 において承認が必要とされる改訂及び削除はない。次会期に継続される研

究課題については、支持する。 

 

主な研究課題の概略は、以下のとおりである。 

 

（１）測地 VLBI 

測地 VLBI（超長基線電波干渉法：天体から発せられる電波を観測することで地上のア

ンテナ間の距離を計測する方法）の技術的及び運用上の特性や、必要な精度を出すた

めにどのように周波数を使用するのかを研究するもの。 

 

（２）時刻の適用と秒の定義 

無線通信分野や ITU の関心分野に関し、SI 単位の秒の再定義による影響等を多面的

に研究することや関連する ITU-R の文書の改訂の必要性を研究するもの。 

 

（３）月の遮蔽地帯における電波天文 

月の裏側に相当する領域（Shielded Zone of the Moon：SZM）は、地球や地球周回衛星

からの電波が遮蔽されるため電波遮蔽地帯となる。この SZM における電波天文観測を

遂行するための技術的特性・運用特性から決まる科学的特性、月の環境による電波天

文観測への影響、SZM における電波天文観測に必要な支援システム等について研究す

るもの。 
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５ 参考事項 

SG7 会合は、2020 年４月（E-Meeting）、2021 年９月（E-Meeting）、2022 年 10 月（対面

及び E-Meeting 併用）に開催され、４件の新規勧告案及び３件の改訂勧告案が郵便投票

又は同時採択・承認手続きに付され、承認された。また、2023 年 10 月（対面及び E-

Meeting 併用）に開催された SG7 会合では、１件の新規勧告案及び９件の改訂勧告案が

合意され、今後郵便投票手続きに付される予定である。今会期中に郵便投票等により承

認された勧告及び今後郵便投票手続きに付される予定の勧告リストを表７－４に示す。 

 

重要課題の審議状況、勧告化の動向を以下に示す。 

 

（１）14.8-15.35GHz 帯で使用される宇宙研究業務システムの特性（勧告 SA.2141-0） 

14.8-15.35GHz 帯で使用される宇宙研究業務（SRS）システムの特性についてまとめた

もの。2021 年 12 月に郵便投票により承認されている。本件は、WRC-23 議題 1.13（二次

業務に分配されている SRS を一次業務に格上げすることを検討）においても技術基準の

検討のベースとなっている。 
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表７－１ RA-23 に提出される勧告案の評価 

（なし） 

 

 

表７－２ RA-23 に提出される決議案 

決議

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

55-3 災害予測、検知、低減及び緩

和に係る ITU-R 研究 

災害が発生した際の無線通信のた

めの周波数有効利用の観点から、

関係する SG は外部機関とも連携し

つつ、災害予測、検知、被害緩和等

に資する無線通信に関する研究や

ガイドラインの策定を行う、といった

こと等を規定しているもの。 

改訂 支持 ※ 

※WP7C から、関連する報告、ハンドブックの追記を提案するもの。 

 

 

表７－３ 次会期の研究課題及び評価 

研究 

課題 

番号 

研究課題名 概要及び評価 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

110-2/7 時間符号 [概要] 

時間符号情報の送信のために推奨さ

れる種類及び形式などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

111-1/7 高精度時刻比較のた

めのアンテナ及び他

の回路並びにその較

正における信号遅延 

[概要] 

無線信号経路を通じた正確な時刻比

較のためのアンテナ及び関連回路に

よって生じる遅延を決定及び特性化す

るために推奨される方法などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

118-2/7 データ中継衛星シス

テムと他の業務のシ

ステムとの周波数共

用に影響する要因 

[概要] 

データ中継衛星システムに使用される

周波数帯を共用する業務、条件など

について、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

129-3/7 科学業務の局から放 [概要] 継続 -  
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射又は局により受信

される不要発射 

実際の検討に基づき、他の業務を保

護するため科学業務の宇宙及び地球

局により放射される不要発射の電力

に課されるべき制限などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

139-4/7 地球探査衛星システ

ムのためのデータ送

信 

[概要] 

異なる地球探査衛星データ送信シス

テムの性能、混信、共用及び調整基

準並びに運用特性などについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

141-4/7 気象衛星システムの

データ送信 

[概要] 

異なる気象衛星データ送信システム

の性能、混信、共用及び調整基準並

びに運用特性について、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

145-3/7 電波天文観測の保

護に関係する技術要

因 

[概要] 

電波天文業務のための望ましい周波

数帯などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

146-2/7 電波天文への混信

の評価のための基準 

[概要] 

RR 第 1.169 条で定められるように有害

な混信の、電波天文業務のための実

用的な解釈などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

152-2/7 衛星からの標準周波

数及び標準時信号 

[概要] 

衛星からの標準周波数及び標準時信

号の発射の作成に重要な周波数を勧

告する際、また送信、変調及び受信技

術を決定する際に考慮される、技術要

因及び定量的測定について、研究す

るもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 静観 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 

207-3/7 デジタル通信リンクを

使用する時刻及び周

波数比較 

[概要] 

特定の時刻及び周波数比較アプリケ

ーションを支援するためのデジタル通

信技術に必要な性能特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

211/7 37-38 GHz 帯 及 び

40-40.5 GHz 帯にお

ける宇宙研究業務と

[概要] 

37-38GHz 帯及び 40-40.5GHz 帯にお

ける宇宙研究業務システムの技術特

継続 -  
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他の業務との周波数

共用 

性及び運用特性などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

221/7 宇宙研究業務の観

測（受動）のための望

ましい周波数帯及び

保護基準 

[概要] 

宇宙研究（受動）観測システムの典型

的な技術及び運用特性などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

222-2/7 月及び／又は惑星デ

ータ中継衛星による

地球局と月及び惑星

ミッション間の無線リ

ンク 

[概要] 

望ましい周波数帯及び帯域幅や月及

び惑星データ中継衛星の軌道要件な

どについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

226-2/7 70GHz 超の帯域にお

ける電波天文業務と

他の業務との周波数

共用 

[概要] 

70GHz 超の周波数帯を電波天文業務

と共用できる業務などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

230-1/7 宇宙における電波天

文計測のための望ま

しい周波数帯及び保

護基準 

[概要] 

宇宙電波天文観測が実施される望ま

しい周波数帯などについて、研究する

もの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

231/7 100GHz 超で運用す

る地球探査衛星業務

（能動）及び宇宙研

究業務（能動） 

[概要] 

衛星搭載能動センサの技術及び運用

特性並びに性能要件などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

234/7 1215-1300MHz 帯に

おける地球探査衛星

業務の能動センサシ

ステムと他の業務で

運用するシステムと

の周波数共用 

[概要] 

1215-1300MHz 帯における地球探査

衛星業務（EESS）の衛星搭載能動セ

ンサシステムと他の業務で運用するシ

ステムとの周波数共用のための可能

性及び条件などについて、研究するも

の。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

236-2/7 将来の協定世界時 ［概要］ 

研究課題 ITU-R 236/7 は、将来の協

定世界時の研究すべき事項を定めた

ものである。 

［評価］ 

特に問題なし。 

(改訂) 支持 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 

237/7 電波天文局における

混信軽減の実施に

関連する技術及び運

[概要] 

電波天文局による使用のために特定

されている軽減技術の技術及び運用

継続 -  
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用要因 特性などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

238/7 時刻認証機関のため

の信頼できる時刻源 

[概要] 

時刻認証機関（TSA）に認証された

UTC(k)時刻を提供するための適切な

手段などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 静観 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 

239/7 機器時間符号 [概要] 

計時センター及びシステム内で使用さ

れるさまざまな機器時間符号や信号

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 静観 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 

242/7 電波静穏地帯 [概要] 

既存の電波静穏地帯の特性などにつ

いて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

244/7 20-90kHzで運用する

標準周波数と標準時

信号業務の混信 

[概要] 

長波標準電波の送信局間の干渉の定

義、強度の測定する方法、伝播計算

の必要な方法やソフトウエアについて

研究するもの。 

[評価] 

特段の問題はない。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

245/7 電気源から生じる雑

音が長波帯標準周

波数及び標準時信

号業務へ与える混信 

[概要] 

長波（LF）帯で測定される信号の強度

及び信号対雑音比、使用される機器

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

246/7 宇宙研究業務（深宇

宙）のための将来の

帯域幅の要件 

[概要] 

2030 年までに深宇宙研究ミッションの

ために必要な合計帯域幅などについ

て、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

247/7 有人宇宙飛行のため

の非常無線通信 

[概要] 

有人宇宙船と地球局及び宇宙局間の

非常無線通信チャンネルのための運

用状況及び運用要件などについて、

研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

248/7 世界航行衛星システ

ム（GNSS）及びその

[概要] 

相互に関連する世界航行衛星システ

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会
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補強からの時刻情報 ム（GNSS）システム間からの時間信号

などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

249/7 「高度」長距離航行

用援助（eLORAN）か

らの時間及び周波数

情報 

[概要] 

高度長距離航行用援助（eLORAN）の

時間及び周波数の使用のための地域

的範囲などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

250/7 衛星双方向時刻周

波数比較（TWSTFT）

の利用及び改善 

[概要] 

時刻比較の精度及び周波数比較の精

度について、IF 変調特性、RF 搬送波

周波数及びトランスポンダの利用可能

周波数帯を運用パラメータとして、

TWSTFT を使用して実現される性能レ

ベルの依存関係などについて、研究

するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

完了目標時

期を延長す

るエディトリ

アル修正を

実施 

251/7 地上受動センサ [概要] 

地上受動観測の主な種類及び主な応

用などについて、研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 -  

253/7 地球の近傍及び太

陽系における時刻及

び周波数の比較にお

ける相対論的効果 

[概要] 

地球の近傍及び太陽系における時刻

及び周波数の比較における相対論的

効果を説明する概念的基礎及び適切

な数学アルゴリズムなどについて、研

究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

(削除) 静観 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 

255/7 地 球 探 査 衛 星

（EESS）（受動）セン

サに対する電磁干渉

問題の検知と解決策 

［概要］ 

本研究課題案は、EESS の受動センサ

に対する電磁干渉問題について、そ

の検知や解決策を報告書としてまとめ

ることを目的とするもの。 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 -  

256/7 宇宙天気観測 ［概要］ 

本研究課題は、衛星に設置される宇

宙天気観測センサが受信した観測デ

ータについて、地上局と通信する場合

に適用される。この通信に関する無線

業務、使用に適している周波数帯、技

術・運用特性について研究を行うこと

を目的とするものである。 

［評価］ 

(改訂) 支持 2023 年 10

月の SG7 会

合 で 合 意 。

今後郵便投

票手続きに

付 さ れ る 予

定。 
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特に問題なし。 

257/7 275GHz 以上で運用

す る 電 波 天 文 の 技

術・運用特性 

［概要］ 

本研究課題は、現行の周波数分配表

が 275GHz までとなっていることを考慮

し、275GHz 以上の電波天文の技術・

運用特性等を研究するもの 

［評価］ 

特に問題なし。 

継続 -  

258/7 測地 VLBI [概要] 

測地 VLBI（超長基線電波干渉法）の

技術的及び運用上の特性や、必要な

精度を出すためにどのように周波数を

使用するのかを研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2021 年 11

月 に 承 認さ

れた研究課

題 

259/7 時刻の適用と秒の定

義 

[概要] 

無線通信分野や ITU の関心分野に関

し、SI 単位の秒の再定義による影響

等を多面的に研究することや関連する

ITU-R の文書の改訂の必要性を研究

するもの。[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2021 年 11

月 に 承 認さ

れた研究課

題 

260/7 月の遮蔽地帯におけ

る電波天文 

[概要] 

月の裏側に相当する領域（Shielded 

Zone of the Moon：SZM）は、地球や地

球周回衛星からの電波が遮蔽される

ため電波遮蔽地帯となる。このSZMに

おける電波天文観測を遂行するため

の技術的特性・運用特性から決まる

科学的特性、月の環境による電波天

文観測への影響、SZM における電波

天文観測に必要な支援システム等に

ついて研究するもの。 

[評価] 

特に問題なし。 

継続 - 2022 年 12

月 に 承 認さ

れた研究課

題 

 

 

表７－４ 今会期中に承認された勧告 

勧告番号 勧告名 勧告の内容及びコメント 

関連

WP／

課題番

号 

新規 

改訂 

削除 

備考 

SA.2142-0 25.5-27GHz 及 び 37-

38GHz の周波数帯におけ

る IMT-2020 システムから

の有害な混信を回避する

ために、地球探査衛星及

び宇宙研究地球局の周囲

の調整領域を計算するた

めの計算手法 

25.5-27GHz 及び 37-38GHz

の周波数帯における IMT-

2020 システムからの有害な

混信を回避するために、地

球探査衛星（EESS）及び宇

宙研究業務（SRS）地球局

の周囲の調整領域を計算

するための計算手法につい

WP7B 新規 2021.12 

CACE 1006 
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 ての勧告。勧告に記載され

る方法論は、地球探査衛星

と宇宙研究業務システムの

保護基準と地球局の動作

の違いにより、SRS、GSO 

EESS、Non GSO EESS のそ

れぞれに対して異なる方法

論となっている。 

RA.1031-3 能動業務と共用する帯域

における電波天文業務の

保護 

 

本勧告は、他の受動業務の

みと共用する周波数帯域に

関する勧告ではないことを

明確にするため、タイトルの

「other」 services を「active」 

services に修正したもので

ある。 

WP7D 改訂 2021.12 

CACE 1006 

SA.2141-0 14.8-15.35GHz 帯で使用さ

れる宇宙研究業務システ

ムの特性 

 

14.8-15.35GHz 帯で使用さ

れる宇宙研究業務（SRS）シ

ステムの特性についてまと

めたもの。 

WP7B 新規 2021.12 

CACE 1007 

RS.2105-1 432MHz と 238GHz との間

で分配され使用されてい

る地球探査衛星業務（能

動）システムの典型的な

技術及び運用特性 

本改訂では、勧告の Annex

に記載されている地球探査

衛星業務（能動）のパラメー

タの更新を行ったもの 

 

勧告の附属書に示されてい

る EESS（能動）の技術パラ

メータと運用パラメータにつ

いて、1215-1300MHz 帯に

おける代表的なシステムと

して SAR-B4 の追加、1215-

1300MHz 帯の SAR-B2 シ

ステムの修正などを行うも

の。 

WP7C 改訂 

 

 

 

(改訂) 

2021.12 

CACE 1007 

 

 

 

2023 年 10

月の SG7

会合で合

意。今後郵

便投票手続

きに付され

る予定。 

RS.1861-1 1.4GHz と 275GHz との間

で分配され使用されてい

る地球探査衛星業務（受

動）システムの典型的な

技術及び運用特性 

本改訂では、新しいリファレ

ンスとなるシステムの追加、

存在しない・代表的でないシ

ステムのデータの削除を行

った。加えて、いくつかのシ

ステムに対するアンテナパ

ラメータの不整合に対して

検証を行っている。さらに代

表的なパラメータとして、ア

ン テ ナ 効 率 や 瞬 間 視 野

（IFOV）面積などを加えた。 

WP7C 改訂 2021.12 

CACE 1007 

SA.2155-0 スペクトル拡散変調を使

用しない EESS/SRS/SOS

衛星ネットワーク又はシス

テムによる 2200-2290MHz

帯の使用に関するガイドラ

イン 

本勧告は、2200-2290MHz

帯で使用される地球探査衛

星業務（EESS）、宇宙研究

業務（SRS）及び宇宙運用

業務（SOS）のネットワーク

又はシステムに関するガイ

ドラインである。API ファイル

内の帯域幅を減らす技術を

含む、共用帯域の衛星ネッ

WP7B 新規 2022.12 

CACE 1049 
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トワーク及びシステムの最

大化を可能とする実践を促

進することを目的としてい

る。本勧告では、スペクトル

拡散変調を使用していない

EESS、SRS、SOS 衛星ネッ

トワーク又はシステムが対

象である。 

SA.2156-0 スペクトル拡散変調を使

用しない EESS/SRS/SOS

衛星ネットワーク又はシス

テムによる 2025-2110MHz

帯の使用に関するガイドラ

イン 

本勧告は、上記で記載した

SA.2155-0 の対象周波数帯

を 2025-2110MHz としたガイ

ドラインである。 

WP7B 新規 2022.12 

CACE 1049 

SA.1014-3 

 

有人及び無人の深宇宙研

究のための無線通信に要

求される事項 

宇宙研究業務（深宇宙）に

おける無線通信のいくつか

の特性を記述したもの。こ

れらの特性は、候補帯域の

選択、調整、帯域の共用、

混信からの保護に関する要

件に影響や決定を与える。 

WP7B (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

SA.2079-0 37.5-38GHz 帯における宇

宙研究業務と固定衛星業

務（宇宙から地球）システ

ムの周波数共用 

37.5-38GHz 帯における宇

宙研究業務と固定衛星業

務間の周波数共用について

記載している。宇宙研究業

務の宇宙 VLBI や月のシス

テム、固定衛星業務の GSO

と HEO に関する e.i.r.p.や

PFD 制限値を規定してい

る。今回の改訂では、LEO

及び MEO のコンステレーシ

ョンを含む絵すべての Non-

GSO FSSシステムの干渉低

減技術も規定している。 

WP7B (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RS.1263-2 400.15-406MHz 帯 及 び

1669.4-1700MHz 帯 で 運

用される気象援助業務の

混信基準 

400.15-406MHz 帯 及 び

1669.4-1700MHz 帯で運用

される気象援助業務の共用

及び両立性の研究に使用

すべき混信基準データにつ

いてまとめたもの。本改訂

では、ラジオゾンデの混信

基準について計算誤りを修

正する。 

WP7C (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RS.[EESS_S

AR-RNSS] 

地球探査衛星業務（能動）

から 1215-1300MHz 帯の

衛星航法業務受信機にお

ける計画中及び将来の衛

星搭載合成開口レーダセ

ンサからのパルス干渉の

可能性の評価 

計画ないしは将来の地球探

査衛星業務(能動)衛星搭載

合成開口レーダから、1215-

1300MHz 帯で動作する無線

航法衛星業務(宇宙から地

球)の受信地球局へのパル

ス干渉の可能性に関する予

備的評価を行うための方法

論について推奨するもの。 

 

WP7C (新規) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 



83 

RS.1813-1 1.4-450GHz 帯における適

合性分析に使用される地

球探査衛星業務(受動)で

動作する受動センサの基

準アンテナパターン 

実際のセンサアンテナに関

して、他の情報が入手でき

ない場合に、1.4-450GHz に

おける適合性研究使用され

る地球探査衛星業務の受

動センサのための基準アン

テナパターンを提供するも

の。本改訂では、周波数の

範囲を 100GHz から 450GHz

に拡張するとともに、アンテ

ナ利得パターンの定義と座

標系を定義する図形を追加

するものである。 

WP7C (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RS.2066-0 9600MHz 付近の地球探査

衛星業務（能動）で運用す

る合成開口レーダの不要

発 射 か ら の 10.6 ～

10.7GHz 帯の電波天文学

業務の保護 

本勧告は、9600MHz 付近で

送信している地球探査衛星

業 務 （ 能 動 ） と 、 10.6 ～

10.7GHz 帯で観測を行って

いる電波天文業務との間の

干渉を回避するための運用

手順を規定したものである。 

改訂は本勧告の附属書 2 に

含まれる 10.6-10.7GHz 帯で

運用されている電波天文業

務の局の表の修正などを行

うもの。 

WP7C (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RS.1166-4 能動衛星搭載センサの性

能と干渉基準 

最近のEESS（能動） センサ

の性能を含めるとともに、文

章を明確にすることを目的

とした改訂を行うもの。 

WP7C (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RS.2042-1 40-50MHz 帯を使用する

衛星搭載レーダーサウン

ダーシステムの一般的な

技術特性と動作特性 

40-50MHz 帯で運用する将

来の衛星搭載レーダーサウ

ンダーのミッションコンセプト

と特性を明確にすることを

目的とした修正を行うもの。 

WP7C (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 

RA.314-10 電波天文測定に推奨され

る周波数帯 

 

電波天文測定に望ましい周

波数帯に関する情報を更新

するものであり、赤方偏移し

たスペクトル線の観測に関

する新しい検討や連続スペ

クトル観測に適した周波数

を示す図の追加などが行わ

れているもの。 

WP7D (改訂) 2023 年 10

月のSG7会

合で合意。

今後郵便投

票手続きに

付される予

定。 
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第８章 RA への対処（RAG 関連） 

 

１ 研究対象 

RAG（Radiocommunication Advisory Group: 無線通信諮問委員会）は、ITU 憲章第 12

条に基づき設けられた委員会であり、その任務は ITU 条約第 11A 条に規定されている。

世界無線通信会議（WRC）の準備並びに無線通信総会（RA）及び ITU-R 研究委員会

（Study Group）に関する計画、運営、財政事項等について検討し、その結果を無線通信

局長に助言することを任務としている。 

 

２ RA-23 で審議が想定される決議案 

RA-23 に入力され、審議が想定される決議案及びその評価一覧を表８－１に示す。提

出が想定される６件の決議案に対しては、我が国として、３件支持（うち 1 件は一部条件

付き）、３件静観とする。 

 

３ 参考事項 

今会期中の RAG は、2020 年５月、2021 年３月、2022 年２月及び４月並びに 2023 年 5

月に開催された。 

 

主な審議状況を以下に示す。 

 

（１） ITU-R におけるジェンダー平等・公平の促進に関する新決議案の策定 

WRC-19 が採択した「ジェンダー宣言」実行の一環として、ITU-R 向けの新決議草案の

内容について議論するため、コレスポンデンス・グループ（CG）の設置が第 27 回会合

（2020 年 5 月）において決定された。CG は 2020 年 10 月から活動を開始し、全権委員会

議（PP）決議 70（ITU におけるジェンダーの視点の主流化及び ICT を通じたジェンダー平

等と女性のエンパワーメントの推進）、WRC 宣言、その他の関連決議を検討し、ITU-R に

特化した内容の決議案を作成した。 

第 30 回会合（2023 年 5 月）において、ジェンダーに関する ITU-R 独自の決議の必要

性について議論され、イラン及びロシアは、PP 決議 70 が存在する中、ITU-R 独自の決

議を策定する必要性が明確になっておらず、また ITU-R 決議案においても ITU-R に特化

した内容が明示されているとは考え難いとの見解を示した。これに対し、スウェーデン、カ

ナダ、メキシコ及び英国は ITU-R としてジェンダー平等に取り組むことの重要性から ITU-

R 決議案を支持した。結果として、ITU-R 独自の決議を策定する是非について RAG では

合意に至らなかったことに言及した上で、CG の決議案を RA に報告することとなった。 

2023 年 8 月、APT-WRC 準備会合（APG）の RA-23 準備グループにて、ジェンダー平

等・公平の促進に関する新決議案に関する APT 共同提案草案（PACP）が作成された。こ

の PACP は、RAG の CG が作成した決議案を一部修正したもので、日本も支持している

ところである。 
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（２） ITU-R 決議 1-8「RA、ITU-R SG、RAG 及び無線通信部門のその他のグループの作業

方法」の改訂 

RA-19 の結果、RAG に対し、今研究会期の活動として、WP 議長の任期上限の見直し

と、複数の SG にまたがって審議される ITU-R 勧告の採択・承認プロセスの見直し等が

付託された。 

2020 年及び 2021 年の 2 回の RAG 会合での審議によって、本件を取り扱う CG への

付託事項（ToR）の具体的な内容が以下のとおり固まり、CG が設立された。 

 

①複数の SG に関連する勧告の採択・承認手順等（A2.6.2.1.3 節） 

② WP 議長の最長任期等 

ITU-R 決議 15-6（SG 議長・副議長の最長任期の規定）の関連部分を決議 1-8 に移

行する可能性、ITU-R の WP 議長の最長任期を定めることの妥当性、ITU-R 決議

15-6 削除の提案 

③ 新 ITU-R 報告案又は ITU-R 報告改訂案を SG に提出する前に WP が取るべき措置 

 

以来、CG では ITU-R 決議 1-8 改訂案の作成作業を行ってきた。また、作成した決議

改訂案は第 30 回 RAG 会合に提出され、RAG レベルでさらに検討された。決議改訂案及

び議論の主な内容は以下のとおり。 

 

＜①について＞ 

現行決議案では、複数の SG に関連する勧告については、勧告の承認の手続きに入

る前に関係する全ての SG の議長の間で協議することとされている。 

複数の SG に関連する勧告の採択・承認手順等（A2.6.2.1.3 節）の改訂に関し、いずれ

かの SG が作業を主導する必要があるとして、「主導 WP」の概念が導入された。作業自

体は関係する複数の WP 間で行う点はこれまでどおりであるが、主導 WP を擁する SG が

当該勧告案の採択及び承認手続きを主導することとなる。 

また、SG の構成（A1.3.2.5 節）に関して、合同 WP 又は合同 TG の設立は、SG により、

又は CPM 第 1 回会合の決定により設立されると CG 案では記載されているが、ロシアか

ら、SG ではなく、RAG により設置されると修正するよう提案があった。これに対し英国等

から、合同 WP や合同 TG の設置に関与することは、BR 局長への助言という RAG の本

来の役割を超えている等の理由で反対意見があり、議論の結果、「合同 WP/TG の設立

は SG[又は RAG]※による」、と未合意の記載となった。 

 

※ 角カッコ（スクエア・ブラケット）は審議にて合意されず、未解決となった事項を表す記号である。 

 

＜②について＞ 

CG 案において、「WP 議長の任期は[2][3]期を超えるべきではない」の部分が未合意で
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あるとされていた。 

米国は任期を最長 3 期とすることを支持。他方、スイスは最長 2 期を支持した。また、

WP 議長にふさわしい候補者がいない場合の対応について、ロシアは、後述の Option 2

を削除することを提案した。対して、オーストラリアは、SG3 のような専門家の少ないグル

ープでは、他の候補者を探すのは困難であるとして、WP 議長の任期に制限を設けること

に強く反対した。 

合意に至らなかったため、WP の最長任期は CG 案のとおり、スクエアブラケットで囲ん

だ上で 2 期と 3 期を併記したままとし、また、（ふさわしい）後任候補者がいなかった場合

の対応については、CG 案のとおり、以下の 2 つの Option を維持することとなった。 

 

Option 1：WP 議長にふさわしい候補者がいない場合、現 WP 議長の任期は最長期間

を超えて次の期間まで延長される可能性がある。 

Option 2：WP 議長に候補者がいない場合、SG 議長は、SG が決定するまでの決められ

た期間、任命する人物を誰か提案すべきである（現職議長の任期延長を含

む）。 

 

＜③について＞ 

WP にてコンセンサスの努力を尽くした後、なおも反対する国があった場合の対応とし

て、以下の措置が設けるとの CG 案が作成された。なお、この措置は、SG レベルで既に

取られている措置であり、同じ措置を WP でも採用しようとするもの。 

 

「WP の議長は、反対国に対し ITU-R 報告案又は WP 議長のエグゼクティブ報告に当

該反対国の声明文を載せるように要請する。」 

  

（参考） 

RAG は、他の SG と異なり、RA に対して決議案を提案する権能を有さない。このため、

CG で作成された決議案は、RAG が RA に提出する報告書に掲載されるものの、これは

加盟国が RA への提案を検討する際の参考情報として提供されるものである。 
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表８－１ RA-23 で審議が想定される決議案 

決議 

番号 
決議名 概要 

新規 

継続 

改訂 

削除 

対応 備考 

新決議 ITU-R におけるジ

ェンダー平等、公

平の促進 

WRC-19 が採択した「ジェンダー宣

言」実行の一環として、RAG に設

置されたコレスポンデンス・グルー

プ１（CG-1）にて検討が行われたも

の。 

この CG 案の一部を修正した

APT 共同提案が入力される予定。 

 

• ITU-R は、あらゆるレベルにおい

てジェンダー平等に資する取組を

加速する 

• 議長及び副議長候補の男女比を

改善する 

• BR は、ITU-R におけるジェンダー

主流化の進展に関する年次レビ

ューを実施し、公表する 

等の内容が盛り込まれている。 

新規 支持  

2-8 会 議 準 備 会 合

（CPM） 

CPM は、WRC の準備会合である。 

 

以下を内容とする APT 共同提案が

入力される予定。 

 

無線通信規則の脚注分配の自国

名の変更に係る WRC 提案につい

て、周辺国の理解醸成のため、

WRC に先立ち開催される CPM 会

合で情報共有することができる旨

を規定する。 

改訂 支持  

1-8 RA、 ITU-R SG 、

RAG 及び無線通

信部門のその他

のグループの作

業方法 

下記について見直しを図るもの。 

 

①複数の SG に関連する勧告の採

択・承認手順等 

 

②WP 議長の最長任期等 

RAG の検討結果では、以下の点

等についてオプションが併記され

ており、議論が想定される。 

1) WP の最長任期： 2 又は 3 期 

2) ふさわしい後任候補者がいな

い場合の対応：①現職の議長

の任期を延長、②SG 議長が

一時的な後任者の任命を提案 

 

③新報告案又は報告改訂案を SG

に提出する前に WP が取るべき措

置 

改訂 ＜①及び③＞ 

見直しの方向性を

支持 

 

＜②＞ 

我が国の議長ポス

ト獲得に影響が出

ないように配慮する

とともに、必要に応

じて、最長任期を定

めるに当たりふさわ

しい後任候補者が

いない場合の対応

が必要である旨を

表明する。 

 

また、①～③に共

通し、他国の提案

を踏まえ、必要に
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応じ適切なオプショ

ン等を支持すること

も可とする。 

新決議 相互関心事項に

係る ITU セクター

間の調整と協力

の強化 

（RAG でロシアから文書入力があ

ったものであり、RA への提案が想

定される。） 

ITU-R、T、D 間の協力を促進し、

ITU-R SG、WP、TG 等に途上国の

参加を促すための手段を検討する

こと等を求める ITU-R 新決議案の

策定と、それに伴い ITU-R 決議 6-

3（ITU-T との連絡・連携）、ITU-R

決議 7-3（ITU-D との連絡・連携を

含む電気通信の開発）、ITU-R 決

議 48-3（R における研究作業にお

ける地域間の強化）の廃止を提案

するもの。 

新規 静観  

36-5 ITU-R における対

等な 6 つの公用

語の語彙の調整 

（RAG でロシアから文書入力があ

ったものであり、RA への提案が想

定される。） 

英語からその他公用語に翻訳する

際の語彙の調整に関して、CCV の

付託条項に ITU-R 勧告 V シリーズ

の見直しを追加する等の修正を提

案するもの。 

改訂 静観  

61-1 WSIS 成 果 及 び

2030 アジェンダ実

施における ITU-R

の貢献 

（RAG でロシアから文書入力があ

ったものであり、RA への提案が想

定される。） 

WSIS の成果実装に関する ITU の

活動のロードマップの定期的な更

新を行うことを追加する等の修正

を提案するもの。 

改訂 静観  

 


